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国
語
科
教
科
書
に
描
か
れ
た
「
奈
良
」

―
郷
土
教
材
開
発
試
論

―

米
田

猛

一

本
稿
の
目
的

世
に
存
在
す
る
国
語
科
教
科
書
を
全
部
調
べ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、「
奈
良
」

ほ
ど
、
国
語
科
教
科
書
の
題
材
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
土
地
も
珍
し
い
で

あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、「
東
京
」「
大
阪
」
等
の
大
都
市
名
、「
京
都
」「
鎌
倉
」

等
の
歴
史
的
な
地
名
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
国
語
科
教
科
書
の
教
材
名
検
索

を
試
み
る
と
、
上
位
に
入
る
の
は
「
東
京
」「
奈
良
」「
京
都
」「
北
海
道
」
等

と
な
る
（
１
）。
も
っ
と
も
こ
の
結
果
は
、
単
純
に
、
教
材
名
に
そ
の
地
名
を
含

む
と
い
う
大
雑
把
な
検
索
で
あ
り
、
教
材
名
に
地
名
を
含
ん
で
い
て
も
「
東

京
の
こ
と
ば
」
と
い
う
よ
う
な
教
材
は
、
直
接
、
そ
の
土
地
の
風
景
や
建
造

物
に
触
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、「
法
隆
寺
」
の
よ
う
に
地
名
を
含
ん
で

い
な
く
て
も
、
そ
の
土
地
に
つ
い
て
描
い
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で

も
参
考
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

筆
者
は
、
別
の
必
要
が
あ
っ
て
、
戦
後
中
学
校
国
語
科
教
科
書
掲
載
の
教

材
を
国
立
教
育
研
究
所
附
属
教
育
図
書
館
・
(財
)教
科
書
編
集
セ
ン
タ
ー
共

編
（
一
九
八
六
）『
中
学
校
国
語
教
科
書
内
容
索
引
』
で
検
索
し
て
い
る
う
ち

に
、
奈
良
に
関
す
る
教
材
が
多
い
こ
と
に
気
付
き
、
他
の
検
索
手
段
も
活
用

し
て
、
表
１
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
特
に
、『
中
学
校
国
語
教
科
書
内
容
索

引
』
を
用
い
た
手
作
業
に
よ
る
検
索
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
検

索
と
は
異
な
り
、「
奈
良
」
と
い
う
地
名
が
教
材
名
に
含
ま
れ
る
場
合
は
も
ち

ろ
ん
、「
奈
良
」
と
い
う
地
名
が
教
材
名
に
な
く
と
も
、
奈
良
に
関
す
る
内
容

で
あ
る
こ
と
を
判
断
で
き
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
の
場
合
も
該
当
教

科
書
の
原
文
で
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
い
る
。
な
お
、『
中
学
校
国
語
教
科
書

内
容
索
引
』
は
、
そ
の
収
録
対
象
が
昭
和
二
十
四
年
〜
昭
和
六
十
一
年
度
発

行
の
中
学
校
国
語
科
教
科
書
に
限
ら
れ
る
の
で
、
昭
和
六
十
二
年
以
降
発
行

の
中
学
校
国
語
科
教
科
書
に
つ
い
て
は
、
別
の
検
索
方
法
を
活
用
し
て
（
２
）

調

査
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
調
査
で
は
ま
だ
見
落
と
し
た
教
材
も
存
在

す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
補
遺
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。本

稿
で
は
、
表
１
に
示
し
た
戦
後
中
学
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る
「
奈

－1－
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見
の
限
り
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
地
域

教
材
」
が
次
の
辞
典
に
立
項
さ
れ
て
い
る
（
辞

典
Ａ
と
Ｃ
の
比
較
は
稿
末
表
４
参
照
）。

Ａ

桑
原
正
夫（
二
〇
〇
一
）「
地
域
教
材
」、

日
本
国
語
教
育
学
会
編
『
国
語
教
育
辞
典
』

二
七
一
ペ
ー
ジ
、
朝
倉
書
店

Ｂ

村
上
呂
里
(二
〇
一
一
)「
地
域
教
材

に
よ
る
国
語
学
習
」、
日
本
国
語
教
育
学
会
編

『
国
語
教
育
総
合
事
典
』
七
二
二
ペ
ー
ジ
、

朝
倉
書
店

Ｃ

村
上
呂
里（
二
〇
一
五
）「
地
域
教
材
」、

高
木
ま
さ
き
他
編
『
国
語
科
重
要
用
語
辞
典
』

五
三
ペ
ー
ジ
、
明
治
図
書

こ
の
う
ち
、
辞
典
Ｃ
で
は
「
地
域
教
材
」

の
意
義
を
考
え
る
視
点
と
し
て
、

①

地
域
へ
の
誇
り
を
育
て
る
こ
と
。

②

地
域
に
根
ざ
し
た
思
考
と
、
地
域
の

文
化
を
ふ
ま
え
た
も
の
の
見
方
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
。

の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と

な
っ
て
い
る
府
川
源
一
郎
（
二
〇
〇
五
）
に

お
い
て
、

（
前
略
）
私
た
ち
は
直
接
に
「
地
域
の

教科書会社 教科書番号 年号 年版 学年 頁 教材名 筆者 出典 ｼﾞｬﾝﾙ

日本書籍 923 昭和 26 3 26 法隆寺の建築 久野建 法隆寺の話 ＡａＡｃ

　 936 昭和 27 3 26 法隆寺の建築 久野建 法隆寺の話 ＡａＡｃ

　 9034 昭和 44 3 12 塔 亀井勝一郎 大和古寺風物誌 Ｂｂ

東京書籍 8-867 昭和 32 2 56 若葉の西の京 鈴木進 国宝ものがたり Ｂｃ

　 A-807 昭和 35 2 50 若葉の西の京 鈴木進 国宝ものがたり Ｂｃ

　 8014 昭和 37 2 80 若葉の西の京 鈴木進 国宝ものがたり Ｂｃ

　 8025 昭和 41 2 24 若葉の西の京 鈴木進 国宝ものがたり Ｂｃ

　 9031 昭和 44 3 12 塔のいのち 亀井勝一郎 古典美への旅 Ｂｂ

　 904 昭和 47 3 12 塔のいのち 亀井勝一郎 古典美への旅 Ｂｂ

　 907 昭和 50 3 12 塔のいのち 亀井勝一郎 古典美への旅 Ｂｂ

　 814 昭和 53 2 234 大和の塔 瀬戸内晴美 山河漂泊 Ｂｂ

大阪書籍 9017 昭和 37 3 195 大和路にて 堀達雄 （大和路・信濃路） Ｂｃ

大日本図書 9012 昭和 37 3 245 西の京 鈴木進 （国宝ものがたり） Ｂｃ

実教出版 9922 昭和 29 3 46 法隆寺 北川桃雄 関西旅行 ＡａＡｃ

　 9954 昭和 31 3 46 法隆寺 北川桃雄 関西旅行 ＡａＡｃ

開隆堂出版 A-706 昭和 34 1 85 借り牛 生徒作品 綴方風土記 Ｇｅ

学校図書 927 昭和 26 3 106 法隆寺 編集委員会 書き下ろし Ｃａ

　 938 昭和 27 3 131 法隆寺 （編集委員会） （書き下ろし） Ｃａ

　 980 昭和 28 3 11 法隆寺 井上政次 大和古寺 Ｂａ

　 9907 昭和 29 3 119 大和の古塔 亀井勝一郎 大和古寺風物誌 Ｂｂ

　 A-805 昭和 35 2 236 法隆寺の秋 平木二六 春雁 Ｅａ

　 9002 昭和 37 3 6 奈良の春 阪本越郎 中学生のための現代詩鑑賞 Ｅａ

　 9002 昭和 37 3 9 詩の解説 吉田精一 書き下ろし Ｅａ

　 9022 昭和 41 3 6 奈良の春 阪本越郎 中学生のための現代詩鑑賞 Ｅａ

　 9022 昭和 41 3 76 精神の古墳 亀井勝一郎 私の人生観 Ｂｅ

　 9028 昭和 44 3 12 「奈良の春」鑑賞 吉田精一 書き下ろし Ｅａ

　 9028 昭和 44 3 64 精神の古墳 亀井勝一郎 私の人生観 Ｂｅ

　 801 昭和 47 2 196 精神の古墳 亀井勝一郎 私の人生観 Ｂｅ

　 808 昭和 50 2 26 高松塚古墳の発掘 新聞記事 Ｆｅ

　 808 昭和 50 2 196 精神の古墳 亀井勝一郎 私の人生観 Ｂｄ

二葉 9-946 昭和 30 3 202 奈良見学 北川桃雄 関西旅行 ＡａＡｃ

 9-960 昭和 31 3 202 奈良見学 北川桃雄 関西旅行 ＡａＡｃ

秀英出版 862 昭和 27 2 116 奈良 島村抱月 奈良 ＡａＡｃ

三省堂出版 9-981 昭和 32 3 276 大和の古塔 亀井勝一郎 大和古寺風物詩 Ｂｂ

　 724 平成 24 1 8 文学の旅　京都・奈良紀行 Ｈａ

教育出版 9011 昭和 37 3 259 思惟の像 亀井勝一郎 大和古寺風物詩 Ｂｃ

　 716 昭和 53 1 231 地震でも塔は倒れない 山本学治 森のめぐみ－木と日本人 Ｃｂ

愛育社 9-926 昭和 30 3 81 初夏の奈良 荻原井泉水 観音巡礼 ＡａＡｃ

東京修文館 997 昭和 28 3 57 奈良から京都へ 関野克 日本の建築 ＡａＡｃ

北陸教育書籍 970 昭和 27 3 12 中宮寺の観音 和辻哲郎 古寺巡礼 Ｂｃ

中央書籍 987 昭和 28 3 12 中宮寺の観音 和辻哲郎 古寺巡礼 Ｂｃ

光村図書出版 955 昭和 27 3 74 奈良三日 （石森延男） ＡａＡｃ

　 9932 昭和 30 3 74 奈良三日 （石森延男） ＡａＡｃ

　 805 昭和 56 2 208 法隆寺を支えた木 小原二郎 法隆寺を支えた木 Ｃｂ

　 810 昭和 59 2 198 法隆寺を支えた木 小原二郎 法隆寺を支えた木 Ｃｂ

　 815 昭和 62 2 269 法隆寺を支えた木 小原二郎 法隆寺を支えた木 Ｃｂ

　 820 平成 2 2 269 法隆寺を支えた木 小原二郎 法隆寺を支えた木 Ｃｂ

　 810 平成 18 2 146 五重塔はなぜ倒れないか 上田篤 五重塔はなぜ倒れないか Ｄｄ

　 826 平成 24 2 81 五重塔はなぜ倒れないか 上田篤 五重塔はなぜ倒れないか Ｄｄ

日本書院 A-905 昭和 34 3 182 大和の旅 佐々木信綱・平木二六 新月・豊旗雲、春雁 Ｅａ

　 A-905 昭和 34 3 186 たまむしのずしの物語 平塚武二 日本児童文学全集８童話編 Ｄｄ

※注２　「ジャンル」欄のアルファベット大文字は「文章様式」を、小文字は「題材・内容」を表す。具体的には本文の三の分類を参照
　　　されたい。

※注１　（　）で示したのは、他教材からの推測。

表１　戦後中学校国語教科書に掲載された「奈良」を題材とする教材
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良
」
に
関
す
る
教
材
(の
べ
五
十
一
編
、
異
な
り
教
材
数
三
十
一
編
)を
分
析

し
、
郷
土
教
材
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
究
す
る
と
と
も
に
、「
読
む
こ
と
」
教

材
と
し
て
可
能
性
の
あ
る
新
た
な
資
料
や
指
導
の
実
際
を
、
筆
者
の
実
践
も

踏
ま
え
な
が
ら
提
案
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
「
郷
土
教
材
」
と
い
う
用
語

特
定
の
地
域
や
土
地
を
扱
っ
た
国
語
科
教
材
の
名
称
に
つ
い
て
、
何
か
定

ま
っ
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
語
科
教
材
を
分
類
し
て
呼
称
す
る

と
き
に
言
い
習
わ
さ
れ
て
い
る
「
○
○
教
材
」
と
い
う
言
い
方
で
も
し
呼
称

す
る
と
し
た
ら
「
ふ
る
さ
と
教
材
」「
郷
土
教
材
」「
地
域
教
材
」
あ
た
り
が

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
以
下
に
述
べ
る
理
由
で
、「
郷
土

教
材
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、「
ふ
る
さ
と
教
材
」
と
「
郷
土
教
材
」
と
を
比
較
す
る
。

「
ふ
る
さ
と
」
と
「
郷
土
」
と
の
使
い
分
け
や
語
感
を
、
中
村
明
（
二
〇

一
〇
）『
日
本
語

語
感
の
辞
典
』（
岩
波
書
店
）
で
確
か
め
て
み
よ
う
。

「
ふ
る
さ
と
」
に
つ
い
て
、
中
村
は
「『
出
身
地
』
は
も
ち
ろ
ん
、『
郷
里
』

よ
り
も
、
情
の
こ
も
っ
た
表
現
。
生
ま
れ
故
郷
か
ら
長
く
遠
く
離
れ
て
い
る

人
が
、
昔
を
思
い
出
し
て
懐
か
し
む
気
持
ち
が
強
く
、『
故
郷
』
の
和
風
版
に

相
当
す
る
。」（
九
三
五
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
る
。

一
方
「
郷
土
」
に
つ
い
て
は
、「『
郷
里
』『
故
郷
』『
ふ
る
さ
と
』
な
ど
が

個
人
の
視
点
で
と
ら
え
て
い
る
の
に
対
し
、
一
般
的
な
視
点
に
立
っ
て
そ
こ

に
住
む
人
び
と
に
と
っ
て
の
土
地
を
考
え
た
感
じ
の
語
で
、
個
人
の
思
い
の

こ
も
ら
な
い
客
観
的
で
比
較
的
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
雰
囲
気
が
あ
る
。」（
二

六
七
〜
二
六
八
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
ふ
る
さ
と
」
は
、
そ
こ
か
ら
「
長
く
遠
く
離
れ
て
い
る
」

主
体
が
、
情
感
を
込
め
て
「
懐
か
し
む
気
持
ち
」
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
た
め

に
「
郷
土
」
よ
り
は
狭
い
範
囲
を
指
す
場
合
も
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
に
対

し
、「
郷
土
」
は
「
そ
こ
に
住
む
」
主
体
が
、「
ふ
る
さ
と
」
よ
り
は
客
観
的

に
そ
の
土
地
の
こ
と
を
思
い
、
そ
の
た
め
、「
ふ
る
さ
と
」
よ
り
は
広
い
範
囲

を
指
す
も
の
と
し
て
推
測
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
「
ふ
る
さ
と
」
と
「
郷
土
」
と
を
比
較
し
た
と
き
、「
ふ
る
さ
と
」

に
は
、
範
囲
と
し
て
「
よ
り
個
人
的
で
狭
い
範
囲
」
で
あ
り
、
感
情
と
し
て

「
個
人
的
思
い
入
れ
の
よ
り
強
い
」
感
じ
が
あ
る
。
一
方
「
郷
土
」
は
、「
よ

り
一
般
的
で
広
い
範
囲
」
を
指
し
、「
ふ
る
さ
と
」
よ
り
は
客
観
的
に
と
ら
え

て
い
る
感
じ
を
醸
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
多
様
な
個
性
を
も
つ
学
習
者
の
集
団
が
、
学
校
と
い

う
場
所
で
学
ぶ
教
材
の
呼
称
と
し
て
は
、
よ
り
「
個
人
的
」
で
「
懐
か
し
む
」

気
分
を
醸
す
「
ふ
る
さ
と
教
材
」
よ
り
、「
一
般
的
」
で
「
今
、
そ
こ
に
住
む

人
々
」
の
気
持
ち
を
代
表
す
る
「
郷
土
教
材
」
の
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
と
判

断
す
る
。
も
ち
ろ
ん
「
ふ
る
さ
と
教
材
」
と
い
う
呼
称
も
、
そ
の
使
用
を
妨

げ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
場
合
に
は
、「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
語
に
込
め

ら
れ
た
「
個
人
的
思
い
入
れ
の
程
度
」
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
（
３
）。

次
に
「
郷
土
教
材
」
と
「
地
域
教
材
」
と
を
比
べ
て
み
る
。

国
語
科
教
育
関
係
辞
典
で
、「
郷
土
教
材
」（「
ふ
る
さ
と
教
材
」
も
）
は
管

－2－
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見
の
限
り
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
地
域

教
材
」
が
次
の
辞
典
に
立
項
さ
れ
て
い
る
（
辞

典
Ａ
と
Ｃ
の
比
較
は
稿
末
表
４
参
照
）。

Ａ

桑
原
正
夫（
二
〇
〇
一
）「
地
域
教
材
」、

日
本
国
語
教
育
学
会
編
『
国
語
教
育
辞
典
』

二
七
一
ペ
ー
ジ
、
朝
倉
書
店

Ｂ

村
上
呂
里
(二
〇
一
一
)「
地
域
教
材

に
よ
る
国
語
学
習
」、
日
本
国
語
教
育
学
会
編

『
国
語
教
育
総
合
事
典
』
七
二
二
ペ
ー
ジ
、

朝
倉
書
店

Ｃ

村
上
呂
里（
二
〇
一
五
）「
地
域
教
材
」、

高
木
ま
さ
き
他
編
『
国
語
科
重
要
用
語
辞
典
』

五
三
ペ
ー
ジ
、
明
治
図
書

こ
の
う
ち
、
辞
典
Ｃ
で
は
「
地
域
教
材
」

の
意
義
を
考
え
る
視
点
と
し
て
、

①

地
域
へ
の
誇
り
を
育
て
る
こ
と
。

②

地
域
に
根
ざ
し
た
思
考
と
、
地
域
の

文
化
を
ふ
ま
え
た
も
の
の
見
方
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
。

の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と

な
っ
て
い
る
府
川
源
一
郎
（
二
〇
〇
五
）
に

お
い
て
、

（
前
略
）
私
た
ち
は
直
接
に
「
地
域
の

教科書会社 教科書番号 年号 年版 学年 頁 教材名 筆者 出典 ｼﾞｬﾝﾙ

日本書籍 923 昭和 26 3 26 法隆寺の建築 久野建 法隆寺の話 ＡａＡｃ

　 936 昭和 27 3 26 法隆寺の建築 久野建 法隆寺の話 ＡａＡｃ

　 9034 昭和 44 3 12 塔 亀井勝一郎 大和古寺風物誌 Ｂｂ

東京書籍 8-867 昭和 32 2 56 若葉の西の京 鈴木進 国宝ものがたり Ｂｃ

　 A-807 昭和 35 2 50 若葉の西の京 鈴木進 国宝ものがたり Ｂｃ

　 8014 昭和 37 2 80 若葉の西の京 鈴木進 国宝ものがたり Ｂｃ

　 8025 昭和 41 2 24 若葉の西の京 鈴木進 国宝ものがたり Ｂｃ

　 9031 昭和 44 3 12 塔のいのち 亀井勝一郎 古典美への旅 Ｂｂ

　 904 昭和 47 3 12 塔のいのち 亀井勝一郎 古典美への旅 Ｂｂ

　 907 昭和 50 3 12 塔のいのち 亀井勝一郎 古典美への旅 Ｂｂ

　 814 昭和 53 2 234 大和の塔 瀬戸内晴美 山河漂泊 Ｂｂ

大阪書籍 9017 昭和 37 3 195 大和路にて 堀達雄 （大和路・信濃路） Ｂｃ

大日本図書 9012 昭和 37 3 245 西の京 鈴木進 （国宝ものがたり） Ｂｃ

実教出版 9922 昭和 29 3 46 法隆寺 北川桃雄 関西旅行 ＡａＡｃ

　 9954 昭和 31 3 46 法隆寺 北川桃雄 関西旅行 ＡａＡｃ

開隆堂出版 A-706 昭和 34 1 85 借り牛 生徒作品 綴方風土記 Ｇｅ

学校図書 927 昭和 26 3 106 法隆寺 編集委員会 書き下ろし Ｃａ

　 938 昭和 27 3 131 法隆寺 （編集委員会） （書き下ろし） Ｃａ

　 980 昭和 28 3 11 法隆寺 井上政次 大和古寺 Ｂａ

　 9907 昭和 29 3 119 大和の古塔 亀井勝一郎 大和古寺風物誌 Ｂｂ

　 A-805 昭和 35 2 236 法隆寺の秋 平木二六 春雁 Ｅａ

　 9002 昭和 37 3 6 奈良の春 阪本越郎 中学生のための現代詩鑑賞 Ｅａ

　 9002 昭和 37 3 9 詩の解説 吉田精一 書き下ろし Ｅａ

　 9022 昭和 41 3 6 奈良の春 阪本越郎 中学生のための現代詩鑑賞 Ｅａ

　 9022 昭和 41 3 76 精神の古墳 亀井勝一郎 私の人生観 Ｂｅ

　 9028 昭和 44 3 12 「奈良の春」鑑賞 吉田精一 書き下ろし Ｅａ

　 9028 昭和 44 3 64 精神の古墳 亀井勝一郎 私の人生観 Ｂｅ

　 801 昭和 47 2 196 精神の古墳 亀井勝一郎 私の人生観 Ｂｅ

　 808 昭和 50 2 26 高松塚古墳の発掘 新聞記事 Ｆｅ

　 808 昭和 50 2 196 精神の古墳 亀井勝一郎 私の人生観 Ｂｄ

二葉 9-946 昭和 30 3 202 奈良見学 北川桃雄 関西旅行 ＡａＡｃ

 9-960 昭和 31 3 202 奈良見学 北川桃雄 関西旅行 ＡａＡｃ

秀英出版 862 昭和 27 2 116 奈良 島村抱月 奈良 ＡａＡｃ

三省堂出版 9-981 昭和 32 3 276 大和の古塔 亀井勝一郎 大和古寺風物詩 Ｂｂ

　 724 平成 24 1 8 文学の旅　京都・奈良紀行 Ｈａ

教育出版 9011 昭和 37 3 259 思惟の像 亀井勝一郎 大和古寺風物詩 Ｂｃ

　 716 昭和 53 1 231 地震でも塔は倒れない 山本学治 森のめぐみ－木と日本人 Ｃｂ

愛育社 9-926 昭和 30 3 81 初夏の奈良 荻原井泉水 観音巡礼 ＡａＡｃ

東京修文館 997 昭和 28 3 57 奈良から京都へ 関野克 日本の建築 ＡａＡｃ

北陸教育書籍 970 昭和 27 3 12 中宮寺の観音 和辻哲郎 古寺巡礼 Ｂｃ

中央書籍 987 昭和 28 3 12 中宮寺の観音 和辻哲郎 古寺巡礼 Ｂｃ

光村図書出版 955 昭和 27 3 74 奈良三日 （石森延男） ＡａＡｃ

　 9932 昭和 30 3 74 奈良三日 （石森延男） ＡａＡｃ

　 805 昭和 56 2 208 法隆寺を支えた木 小原二郎 法隆寺を支えた木 Ｃｂ

　 810 昭和 59 2 198 法隆寺を支えた木 小原二郎 法隆寺を支えた木 Ｃｂ

　 815 昭和 62 2 269 法隆寺を支えた木 小原二郎 法隆寺を支えた木 Ｃｂ

　 820 平成 2 2 269 法隆寺を支えた木 小原二郎 法隆寺を支えた木 Ｃｂ

　 810 平成 18 2 146 五重塔はなぜ倒れないか 上田篤 五重塔はなぜ倒れないか Ｄｄ

　 826 平成 24 2 81 五重塔はなぜ倒れないか 上田篤 五重塔はなぜ倒れないか Ｄｄ

日本書院 A-905 昭和 34 3 182 大和の旅 佐々木信綱・平木二六 新月・豊旗雲、春雁 Ｅａ

　 A-905 昭和 34 3 186 たまむしのずしの物語 平塚武二 日本児童文学全集８童話編 Ｄｄ

※注２　「ジャンル」欄のアルファベット大文字は「文章様式」を、小文字は「題材・内容」を表す。具体的には本文の三の分類を参照
　　　されたい。

※注１　（　）で示したのは、他教材からの推測。

表１　戦後中学校国語教科書に掲載された「奈良」を題材とする教材
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良
」
に
関
す
る
教
材
(の
べ
五
十
一
編
、
異
な
り
教
材
数
三
十
一
編
)を
分
析

し
、
郷
土
教
材
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
究
す
る
と
と
も
に
、「
読
む
こ
と
」
教

材
と
し
て
可
能
性
の
あ
る
新
た
な
資
料
や
指
導
の
実
際
を
、
筆
者
の
実
践
も

踏
ま
え
な
が
ら
提
案
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
「
郷
土
教
材
」
と
い
う
用
語

特
定
の
地
域
や
土
地
を
扱
っ
た
国
語
科
教
材
の
名
称
に
つ
い
て
、
何
か
定

ま
っ
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
語
科
教
材
を
分
類
し
て
呼
称
す
る

と
き
に
言
い
習
わ
さ
れ
て
い
る
「
○
○
教
材
」
と
い
う
言
い
方
で
も
し
呼
称

す
る
と
し
た
ら
「
ふ
る
さ
と
教
材
」「
郷
土
教
材
」「
地
域
教
材
」
あ
た
り
が

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
以
下
に
述
べ
る
理
由
で
、「
郷
土

教
材
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、「
ふ
る
さ
と
教
材
」
と
「
郷
土
教
材
」
と
を
比
較
す
る
。

「
ふ
る
さ
と
」
と
「
郷
土
」
と
の
使
い
分
け
や
語
感
を
、
中
村
明
（
二
〇

一
〇
）『
日
本
語

語
感
の
辞
典
』（
岩
波
書
店
）
で
確
か
め
て
み
よ
う
。

「
ふ
る
さ
と
」
に
つ
い
て
、
中
村
は
「『
出
身
地
』
は
も
ち
ろ
ん
、『
郷
里
』

よ
り
も
、
情
の
こ
も
っ
た
表
現
。
生
ま
れ
故
郷
か
ら
長
く
遠
く
離
れ
て
い
る

人
が
、
昔
を
思
い
出
し
て
懐
か
し
む
気
持
ち
が
強
く
、『
故
郷
』
の
和
風
版
に

相
当
す
る
。」（
九
三
五
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
る
。

一
方
「
郷
土
」
に
つ
い
て
は
、「『
郷
里
』『
故
郷
』『
ふ
る
さ
と
』
な
ど
が

個
人
の
視
点
で
と
ら
え
て
い
る
の
に
対
し
、
一
般
的
な
視
点
に
立
っ
て
そ
こ

に
住
む
人
び
と
に
と
っ
て
の
土
地
を
考
え
た
感
じ
の
語
で
、
個
人
の
思
い
の

こ
も
ら
な
い
客
観
的
で
比
較
的
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
雰
囲
気
が
あ
る
。」（
二

六
七
〜
二
六
八
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
ふ
る
さ
と
」
は
、
そ
こ
か
ら
「
長
く
遠
く
離
れ
て
い
る
」

主
体
が
、
情
感
を
込
め
て
「
懐
か
し
む
気
持
ち
」
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
た
め

に
「
郷
土
」
よ
り
は
狭
い
範
囲
を
指
す
場
合
も
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
に
対

し
、「
郷
土
」
は
「
そ
こ
に
住
む
」
主
体
が
、「
ふ
る
さ
と
」
よ
り
は
客
観
的

に
そ
の
土
地
の
こ
と
を
思
い
、
そ
の
た
め
、「
ふ
る
さ
と
」
よ
り
は
広
い
範
囲

を
指
す
も
の
と
し
て
推
測
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
「
ふ
る
さ
と
」
と
「
郷
土
」
と
を
比
較
し
た
と
き
、「
ふ
る
さ
と
」

に
は
、
範
囲
と
し
て
「
よ
り
個
人
的
で
狭
い
範
囲
」
で
あ
り
、
感
情
と
し
て

「
個
人
的
思
い
入
れ
の
よ
り
強
い
」
感
じ
が
あ
る
。
一
方
「
郷
土
」
は
、「
よ

り
一
般
的
で
広
い
範
囲
」
を
指
し
、「
ふ
る
さ
と
」
よ
り
は
客
観
的
に
と
ら
え

て
い
る
感
じ
を
醸
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
多
様
な
個
性
を
も
つ
学
習
者
の
集
団
が
、
学
校
と
い

う
場
所
で
学
ぶ
教
材
の
呼
称
と
し
て
は
、
よ
り
「
個
人
的
」
で
「
懐
か
し
む
」

気
分
を
醸
す
「
ふ
る
さ
と
教
材
」
よ
り
、「
一
般
的
」
で
「
今
、
そ
こ
に
住
む

人
々
」
の
気
持
ち
を
代
表
す
る
「
郷
土
教
材
」
の
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
と
判

断
す
る
。
も
ち
ろ
ん
「
ふ
る
さ
と
教
材
」
と
い
う
呼
称
も
、
そ
の
使
用
を
妨

げ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
場
合
に
は
、「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
語
に
込
め

ら
れ
た
「
個
人
的
思
い
入
れ
の
程
度
」
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
（
３
）。

次
に
「
郷
土
教
材
」
と
「
地
域
教
材
」
と
を
比
べ
て
み
る
。

国
語
科
教
育
関
係
辞
典
で
、「
郷
土
教
材
」（「
ふ
る
さ
と
教
材
」
も
）
は
管

－3－
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郷
土
訪
問
者
で
な
け
れ
ば
、
①
②
の
よ
う
な
内
容
を
書
く
こ
と
は
不
可
能
に

近
い
の
で
、
③
に
示
し
た
筆
者
・
作
者
が
、
①
②
の
内
容
を
書
い
た
も
の
と

概
念
付
け
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
内
容
は
問
わ
ず
、「
郷
土
出
身
者
」
の
筆
者
・
作
者
の
作
品
（
教
材
）

も
「
郷
土
教
材
」
と
呼
べ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

三

戦
後
中
学
校
国
語
科
教
科
書
所
載
の
「
奈
良
」
を
扱
う
教
材

表
１
に
示
し
た
戦
後
の
中
学
校
国
語
科
教
科
書
所
載
の
「
奈
良
」
に
関
す

る
教
材
は
、
現
在
確
認
で
き
た
範
囲
で
、
の
べ
五
十
一
編
、
異
な
り
教
材
数

で
三
十
一
編
で
あ
る
。
こ
の
三
十
一
編
を
「
文
章
様
式
」「
主
た
る
題
材
・
内

容
」「
文
章
中
の
主
た
る
場
所
」
か
ら
分
類
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

１

文
章
様
式
に
よ
る
分
類

Ａ

紀
行
文
・
見
学
記
…
…
七
編

Ｂ

随
筆
・
随
想
…
…
十
一
編

Ｃ

説
明
文
…
…
四
編

Ｄ

物
語
…
…
一
編

Ｅ

詩
・
短
歌
及
び
鑑
賞
文
…
…
五
編

Ｆ

報
道
文
…
…
一
編

Ｇ

生
徒
作
文
…
…
一
編

Ｈ

図
解
資
料
…
…
一
編

２

主
た
る
題
材
・
内
容
に
よ
る
分
類

ａ

土
地
や
（
塔
以
外
の
）
建
造
物

…
…
十
五
編

ｂ

塔
…
…
七
編

ｃ

仏
像
…
…
五
編
（
＋
ａ
の
十
五
編
の

う
ち
七
編
）

ｄ

工
芸
品
…
…
一
編

ｅ

そ
の
他
…
…
三
編

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
執
筆
の
基
本
的
な
姿

勢
と
し
て
「
奈
良
賛
美
」
で
あ
り
、
奈
良
在

住
者
が
感
じ
て
い
る
課
題
や
困
難
点
に
は
触

れ
な
い
。

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
み
る
と
、
表
２

の
と
お
り
で
あ
る
。

「
紀
行
文
・
見
学
記
」
は
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
「
土
地
や
建
造
物
」
の
紹
介
や
そ
こ

に
蔵
す
る
「
仏
像
」
が
扱
わ
れ
る
。「
随
筆

・
随
想
」
は
、
そ
の
内
容
や
対
象
を
「
仏
像
」

に
特
化
し
た
の
が
多
く
、
ま
た
、「
塔
」
に

つ
い
て
述
べ
る
の
が
多
い
の
は
特
筆
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。「
工
芸
品
」
で
は
、
法
隆
寺
の

「
玉
虫
厨
子
」、「
そ
の
他
」
で
は
、「
古
墳
」

を
扱
う
も
の
も
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
を
概
観
す
る
に
、
奈
良
の
イ
メ
ー

表２ 文章様式と題材・内容との関係
（注）（ ）内は再掲

ａ土地や建造物 ｂ塔 ｃ仏像 ｄ工芸品 ｅその他
Ａ 紀行文・見学記 ７ ⑺
Ｂ 随筆・随想 １ ４ ５ １
Ｃ 説明文 １ ３
Ｄ 物語 １
Ｅ 詩・短歌及び解説文 ５
Ｆ 報道文 １
Ｇ 生徒作文 １
Ｈ 図解資料 １

１５ ７ ５⑺ １ ３
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子
ど
も
」
を
対
象
と
し
て
教
育
活
動
を
営
ん
で
い
る
。（
中
略
）
そ
の
教

育
が
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
で
育
っ
て
い
く
喜
び
と
自
負
と
を
育
て
て
い

る
か
。
ま
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
思
考
と
、
地
域
の
文
化
を
踏
ま
え
た

も
の
の
見
方
を
、
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。
そ
れ
が
問
題

で
あ
る
。

と
奇
し
く
も
、「
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
で
育
っ
て
い
く
喜
び
と
自
負
」（
傍
線

引
用
者
）と
述
べ
た（
一
六
三
ペ
ー
ジ
）よ
う
に
、前
述
の
指
摘
①
②
は
、「
今
、

自
分
が
生
活
し
て
い
る
」
と
い
う
感
情
を
重
視
し
た
用
語
で
あ
る
（
４
）。
し
た

が
っ
て
、
生
活
場
所
と
の
関
係
性
が
薄
く
、
客
観
的
な
用
語
と
し
て
の
「
地

域
教
材
」
よ
り
も
、「
郷
土
教
材
」
の
ほ
う
が
、
よ
り
適
切
で
あ
る
と
判
断
す

る
。
も
ち
ろ
ん
、
辞
典
Ｃ
が

今
日
、「
地
域
」
＝
「
郷
土
」
と
い
う
図
式
は
急
速
に
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
。

地
域
の
風
土
・
歴
史
に
根
ざ
し
た
伝
統
的
な
言
語
文
化
の
継
承
・
発
展

と
と
も
に
「
土
の
人
」
と
「
風
の
人
」
が
出
会
い
、
交
わ
っ
た
足
跡
を

刻
む
地
域
教
材
開
発
に
も
視
野
を
広
げ
、
多
文
化
共
生
を
展
望
す
る
こ

と
が
今
日
的
課
題
と
な
る
。

と
指
摘
す
る
（
五
三
ペ
ー
ジ
）
よ
う
に
、
例
え
ば
、
そ
の
地
域
に
住
む
学
習

者
が
、
必
ず
し
も
そ
の
地
域
を
「
郷
土
」
と
認
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
他
地
域
の
者
が
そ
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、

学
習
者
に
多
文
化
共
生
の
視
点
を
提
供
す
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
、
学
習
者
は
ま

ず
は
自
分
の
住
む
「
郷
土
」
に
つ
い
て
、
指
摘
①
②
の
視
点
か
ら
学
習
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。「
奈
良
」
と
い
う
郷
土
に
具
体
化
し
て
み
れ
ば
、「
奈
良
」

の
も
つ
歴
史
性
・
文
化
性
に
誇
り
を
も
た
せ
、
現
代
の
学
習
者
が
そ
れ
を
ど

う
考
え
、
ど
う
捉
え
る
か
、
ま
た
、
歴
史
性
・
文
化
性
の
継
承
・
発
展
と
現

代
の
生
活
と
の
関
連
を
ど
う
捉
え
る
か
な
ど
、
奈
良
と
い
う
土
地
が
も
つ
独

自
性
を
、
奈
良
に
住
む
（
生
活
す
る
）
者
の
視
点
か
ら
学
習
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
「
郷
土
教
材
」
の
ほ
う
が
、
用
語
と
し
て
は
適
切

で
あ
る
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
語
自
体
に
備
わ
る
「
客
観
性
」
や
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
の
「
範
囲
」
な
ど
か
ら
、「
ふ
る
さ
と

＞

郷
土

＞

地
域
」
と
い
う
図
式
が
想

定
さ
れ
、
そ
こ
に
生
活
す
る
学
習
者
の
多
様
性
（「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
用
語

に
含
ま
れ
る
個
人
的
な
思
い
入
れ
の
強
弱
）
と
学
習
者
の
主
観
性
（
生
活
の

事
実
が
存
在
す
る
と
い
う
思
い
入
れ
の
強
弱
）
に
鑑
み
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
る
「
郷
土
教
材
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
学
術
用
語
と
し
て
は
、
よ
り
客
観
性
の
強
い
用
語
で
あ
る
「
地

域
教
材
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
異
論
は
な
い
。

さ
て
、「
郷
土
教
材
」
の
内
容
と
し
て
は
、
次
が
考
え
ら
れ
る
。

①

郷
土
の
事
柄
（
土
地
そ
の
も
の
、
建
造
物
や
事
物
、
郷
土
の
人
々
の

人
事
な
ど
）
を
扱
っ
た
紀
行
や
随
想
、
評
論
な
ど
の
教
材

②

郷
土
を
舞
台
に
し
た
物
語
・
小
説
等
の
教
材

は
、
筆
者
・
作
者
の
郷
土
在
住
も
し
く
は
郷
土
訪
問
は
問
わ
ず
、
描
か
れ
た

内
容
に
焦
点
を
当
て
た
分
類
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

③

郷
土
出
身
者
ま
た
は
、
郷
土
出
身
者
で
は
な
い
が
郷
土
在
住
者
も
し

く
は
郷
土
訪
問
者
が
、
郷
土
に
つ
い
て
書
い
た
も
の

と
な
る
と
、
筆
者
・
作
者
の
出
身
・
居
住
・
訪
問
も
条
件
に
加
味
さ
れ
る
。

実
際
は
、
筆
者
・
作
者
が
郷
土
出
身
者
、
ま
た
は
郷
土
在
住
者
も
し
く
は
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郷
土
訪
問
者
で
な
け
れ
ば
、
①
②
の
よ
う
な
内
容
を
書
く
こ
と
は
不
可
能
に

近
い
の
で
、
③
に
示
し
た
筆
者
・
作
者
が
、
①
②
の
内
容
を
書
い
た
も
の
と

概
念
付
け
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
内
容
は
問
わ
ず
、「
郷
土
出
身
者
」
の
筆
者
・
作
者
の
作
品
（
教
材
）

も
「
郷
土
教
材
」
と
呼
べ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

三

戦
後
中
学
校
国
語
科
教
科
書
所
載
の
「
奈
良
」
を
扱
う
教
材

表
１
に
示
し
た
戦
後
の
中
学
校
国
語
科
教
科
書
所
載
の
「
奈
良
」
に
関
す

る
教
材
は
、
現
在
確
認
で
き
た
範
囲
で
、
の
べ
五
十
一
編
、
異
な
り
教
材
数

で
三
十
一
編
で
あ
る
。
こ
の
三
十
一
編
を
「
文
章
様
式
」「
主
た
る
題
材
・
内

容
」「
文
章
中
の
主
た
る
場
所
」
か
ら
分
類
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

１

文
章
様
式
に
よ
る
分
類

Ａ

紀
行
文
・
見
学
記
…
…
七
編

Ｂ

随
筆
・
随
想
…
…
十
一
編

Ｃ

説
明
文
…
…
四
編

Ｄ

物
語
…
…
一
編

Ｅ

詩
・
短
歌
及
び
鑑
賞
文
…
…
五
編

Ｆ

報
道
文
…
…
一
編

Ｇ

生
徒
作
文
…
…
一
編

Ｈ

図
解
資
料
…
…
一
編

２

主
た
る
題
材
・
内
容
に
よ
る
分
類

ａ

土
地
や
（
塔
以
外
の
）
建
造
物

…
…
十
五
編

ｂ

塔
…
…
七
編

ｃ

仏
像
…
…
五
編
（
＋
ａ
の
十
五
編
の

う
ち
七
編
）

ｄ

工
芸
品
…
…
一
編

ｅ

そ
の
他
…
…
三
編

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
執
筆
の
基
本
的
な
姿

勢
と
し
て
「
奈
良
賛
美
」
で
あ
り
、
奈
良
在

住
者
が
感
じ
て
い
る
課
題
や
困
難
点
に
は
触

れ
な
い
。

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
み
る
と
、
表
２

の
と
お
り
で
あ
る
。

「
紀
行
文
・
見
学
記
」
は
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
「
土
地
や
建
造
物
」
の
紹
介
や
そ
こ

に
蔵
す
る
「
仏
像
」
が
扱
わ
れ
る
。「
随
筆

・
随
想
」
は
、
そ
の
内
容
や
対
象
を
「
仏
像
」

に
特
化
し
た
の
が
多
く
、
ま
た
、「
塔
」
に

つ
い
て
述
べ
る
の
が
多
い
の
は
特
筆
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。「
工
芸
品
」
で
は
、
法
隆
寺
の

「
玉
虫
厨
子
」、「
そ
の
他
」
で
は
、「
古
墳
」

を
扱
う
も
の
も
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
を
概
観
す
る
に
、
奈
良
の
イ
メ
ー

表２ 文章様式と題材・内容との関係
（注）（ ）内は再掲

ａ土地や建造物 ｂ塔 ｃ仏像 ｄ工芸品 ｅその他
Ａ 紀行文・見学記 ７ ⑺
Ｂ 随筆・随想 １ ４ ５ １
Ｃ 説明文 １ ３
Ｄ 物語 １
Ｅ 詩・短歌及び解説文 ５
Ｆ 報道文 １
Ｇ 生徒作文 １
Ｈ 図解資料 １

１５ ７ ５⑺ １ ３
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子
ど
も
」
を
対
象
と
し
て
教
育
活
動
を
営
ん
で
い
る
。（
中
略
）
そ
の
教

育
が
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
で
育
っ
て
い
く
喜
び
と
自
負
と
を
育
て
て
い

る
か
。
ま
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
思
考
と
、
地
域
の
文
化
を
踏
ま
え
た

も
の
の
見
方
を
、
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。
そ
れ
が
問
題

で
あ
る
。

と
奇
し
く
も
、「
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
で
育
っ
て
い
く
喜
び
と
自
負
」（
傍
線

引
用
者
）と
述
べ
た（
一
六
三
ペ
ー
ジ
）よ
う
に
、前
述
の
指
摘
①
②
は
、「
今
、

自
分
が
生
活
し
て
い
る
」
と
い
う
感
情
を
重
視
し
た
用
語
で
あ
る
（
４
）。
し
た

が
っ
て
、
生
活
場
所
と
の
関
係
性
が
薄
く
、
客
観
的
な
用
語
と
し
て
の
「
地

域
教
材
」
よ
り
も
、「
郷
土
教
材
」
の
ほ
う
が
、
よ
り
適
切
で
あ
る
と
判
断
す

る
。
も
ち
ろ
ん
、
辞
典
Ｃ
が

今
日
、「
地
域
」
＝
「
郷
土
」
と
い
う
図
式
は
急
速
に
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
。

地
域
の
風
土
・
歴
史
に
根
ざ
し
た
伝
統
的
な
言
語
文
化
の
継
承
・
発
展

と
と
も
に
「
土
の
人
」
と
「
風
の
人
」
が
出
会
い
、
交
わ
っ
た
足
跡
を

刻
む
地
域
教
材
開
発
に
も
視
野
を
広
げ
、
多
文
化
共
生
を
展
望
す
る
こ

と
が
今
日
的
課
題
と
な
る
。

と
指
摘
す
る
（
五
三
ペ
ー
ジ
）
よ
う
に
、
例
え
ば
、
そ
の
地
域
に
住
む
学
習

者
が
、
必
ず
し
も
そ
の
地
域
を
「
郷
土
」
と
認
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
他
地
域
の
者
が
そ
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、

学
習
者
に
多
文
化
共
生
の
視
点
を
提
供
す
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
、
学
習
者
は
ま

ず
は
自
分
の
住
む
「
郷
土
」
に
つ
い
て
、
指
摘
①
②
の
視
点
か
ら
学
習
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。「
奈
良
」
と
い
う
郷
土
に
具
体
化
し
て
み
れ
ば
、「
奈
良
」

の
も
つ
歴
史
性
・
文
化
性
に
誇
り
を
も
た
せ
、
現
代
の
学
習
者
が
そ
れ
を
ど

う
考
え
、
ど
う
捉
え
る
か
、
ま
た
、
歴
史
性
・
文
化
性
の
継
承
・
発
展
と
現

代
の
生
活
と
の
関
連
を
ど
う
捉
え
る
か
な
ど
、
奈
良
と
い
う
土
地
が
も
つ
独

自
性
を
、
奈
良
に
住
む
（
生
活
す
る
）
者
の
視
点
か
ら
学
習
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
「
郷
土
教
材
」
の
ほ
う
が
、
用
語
と
し
て
は
適
切

で
あ
る
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
語
自
体
に
備
わ
る
「
客
観
性
」
や
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
の
「
範
囲
」
な
ど
か
ら
、「
ふ
る
さ
と

＞

郷
土

＞

地
域
」
と
い
う
図
式
が
想

定
さ
れ
、
そ
こ
に
生
活
す
る
学
習
者
の
多
様
性
（「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
用
語

に
含
ま
れ
る
個
人
的
な
思
い
入
れ
の
強
弱
）
と
学
習
者
の
主
観
性
（
生
活
の

事
実
が
存
在
す
る
と
い
う
思
い
入
れ
の
強
弱
）
に
鑑
み
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
る
「
郷
土
教
材
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
学
術
用
語
と
し
て
は
、
よ
り
客
観
性
の
強
い
用
語
で
あ
る
「
地

域
教
材
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
異
論
は
な
い
。

さ
て
、「
郷
土
教
材
」
の
内
容
と
し
て
は
、
次
が
考
え
ら
れ
る
。

①

郷
土
の
事
柄
（
土
地
そ
の
も
の
、
建
造
物
や
事
物
、
郷
土
の
人
々
の

人
事
な
ど
）
を
扱
っ
た
紀
行
や
随
想
、
評
論
な
ど
の
教
材

②

郷
土
を
舞
台
に
し
た
物
語
・
小
説
等
の
教
材

は
、
筆
者
・
作
者
の
郷
土
在
住
も
し
く
は
郷
土
訪
問
は
問
わ
ず
、
描
か
れ
た

内
容
に
焦
点
を
当
て
た
分
類
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

③

郷
土
出
身
者
ま
た
は
、
郷
土
出
身
者
で
は
な
い
が
郷
土
在
住
者
も
し

く
は
郷
土
訪
問
者
が
、
郷
土
に
つ
い
て
書
い
た
も
の

と
な
る
と
、
筆
者
・
作
者
の
出
身
・
居
住
・
訪
問
も
条
件
に
加
味
さ
れ
る
。

実
際
は
、
筆
者
・
作
者
が
郷
土
出
身
者
、
ま
た
は
郷
土
在
住
者
も
し
く
は
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を
開
く
。
文
集
を
作
る
。

②

二
年
…
…
仏
像
の
紹
介
順
に
写
真
と

照
応
し
な
が
ら
読
む
。
同
種
の
さ
ま
ざ

ま
な
写
真
を
持
ち
寄
っ
て
仏
像
写
真
展

の
一
コ
ー
ナ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
も

マ
ゝ

よ
い
。
↓
文
章
中
の
深
め
た
い
点
、
あ

き
ら
か
に
し
た
い
点
を
た
し
か
め
る
。

↓
た
ず
ね
た
い
一
、
二
体
を
き
め
、
学

級
別
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
別
に
出
か
け

る
。
↓
印
象
を
作
文
や
詩
に
書
く
。
も

っ
と
も
こ
こ
ろ
を
と
ら
え
た
仏
像
へ
告

白
、
敬
慕
の
気
持
ち
を
つ
づ
る
。
↓
印

象
を
話
し
合
っ
た
り
、
書
い
た
も
の
を

発
表
し
合
っ
た
り
す
る
。

③

三
年
…
…
奈
良
の
長
所
、
短
所
に
つ

い
て
討
議
す
る
。
↓
理
想
的
な
奈
良
市

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。
↓
各
資

料
の
論
点
に
つ
い
て
読
み
と
る
。
↓
各

資
料
に
共
通
し
て
い
る
考
え
か
た
を
と

ら
え
る
。
ま
た
、
ち
が
っ
て
い
る
点
を

検
討
す
る
。
↓
こ
の
土
地
に
住
み
続
け

る
上
で
の
戒
め
と
工
夫
を
話
し
合
う
。

↓
美
し
い
ふ
る
さ
と
と
す
る
た
め
の
い

教材  （※は戦後中学校教科書掲載） 筆者・作者 在住 出典 主題 現地

詩の国－奈良の四季

1 奈良の春 伊ヶ崎明子 ◎ 小５教科書 ①

2 大和百句より （投稿者） ◎ 朝日新聞奈良版 ①

3 初夏の奈良（※愛育社9-926） 荻原井泉水 △ 中１教科書 ①

4 奈良三日－第一日（※光村図書955） 石森延男 △ 中３教科書 ① Ａ

5 奈良の秋 今井鑑三 ◎ 小５教科書 ① Ａ

6 唐招提寺 橋本多佳子 ◎ 朝日新聞奈良版 ① Ｂ

7 ノート 堀辰雄 △ 大和路・信濃路 ① ＡＢ

みほとけの像－奈良の古美術

少年少女結縁八体

8 気高く清らかな好青年・法隆寺夢違観音 松本楢重 ◎ 大和の彫刻美 ② Ｃ

9 永遠の微笑・中宮寺如意輪観音（※　教育出版9011）亀井勝一郎 △ 大和古寺風物誌 ② Ｃ

10 少年時代から夢見ていた横顔・中宮寺如意輪観音 竹山道雄 △ 古都遍歴－奈良 ② Ｃ

11 純情の少年像・興福寺阿修羅 松本楢重 ◎ 大和の彫刻美 ② Ａ

12 この少女のどこに・興福寺阿修羅 貝塚茂樹 △ 奈良の仏像 ② Ａ

13 限りない平和な美しさ・三月堂月光菩薩 藤波隆之 △ 奈良の仏像 ② Ａ

14 温かではげしい・戒壇院広目天 堀辰雄 △ 大和路・信濃路 ② Ａ

15 超人間的な香気・薬師寺薬師如来 和辻哲郎 △ 古寺巡礼 ② Ｂ

16 天平の深淵を語る・三月堂不空羂索観音 亀井勝一郎 △ 大和古寺風物誌 ② Ａ

17 造形の近代感覚・法隆寺百済観音 松本楢重 ◎ 大和の彫刻美 ②

18 自由詩―不空羂索観音 新川登紀子 ◎ ？ ② ＡＣ

19 読書感想文―微笑について 島村直子 ？ 読書感想文 ② ＡＣ

20 奈良三日―第二日（※光村図書955） 石森延男 △ 中３教科書 ② Ｃ

21 昔の人の誠実さ 寺尾勇 ◎ 奈良散歩 ①②

西の京

22 塔について 亀井勝一郎 △ 大和古寺風物誌 ①②

23 奈良三日―第三日（※光村図書955） 石森延男 △ 中３教科書 ①② Ｂ

24 はるかな道 田中保雄 △ 小５教科書 Ｂ

25 黒桧抄 北原白秋 △ 黒桧 ② Ｂ

古都新生－奈良のありかた

26 奈良 志賀直哉 ○ 早春 ③

27 奈良を亡ぼすものら 前川佐美雄 ◎ 新潮 ③

28 国のまほろば 竹山道雄 △ 古都遍歴－奈良 ③

奈良秀歌集

29 大和の旅 佐々木信綱 △ 中３教科書 ① Ｂ

30 南京新唄抄　他 会津八一 △ 鹿鳴集・山光集 ①② ＡＢＣ

31 宵宮の燈籠　他 木下利玄 △ 木下利玄全集－歌集篇① Ａ

32 東大寺伎楽面 吉井勇 △ 形影抄 ② Ａ

33 田原西陵　他 土屋文明 △ 少安集 ①

34 月ヶ瀬行 中村憲吉 △ 中村憲吉歌集 ①

※注１　「在住」欄の記号は、本書の筆者解説により、奈良在住者は◎、一時的在住者は○、一時的訪問
　　　者は△とした。

※注２　「主題」欄の記号は、本文の四にあるように、①詩の国〈自然・風土への親しみを〉②みほと
　　　けの像〈古美術への開眼を〉③古都新生〈文化都市市民としての批判力を〉を示している。

※注３　「現地」欄の記号は、本文の四にあるように、Ａ奈良市東部、Ｂ奈良市西部、Ｃ法隆寺方面を示
　　　している。

表３　『中学生　ふるさと奈良』の教材一覧
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ジ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
題
材
や
内
容
と
し
て
は
、「
土
地
や
建
造
物
（
主

と
し
て
寺
社
）」「
仏
像
」「
塔
」
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

３

文
章
中
の
主
た
る
場
所

取
り
上
げ
ら
れ
る
奈
良
県
内
の
地
域
を
見
る
と
、「
法
隆
寺
を
中
心
と
す
る

斑
鳩
」「
東
大
寺
周
辺
・
西
の
京
を
中
心
と
す
る
奈
良
市
内
」
が
主
で
あ
り
、

「
飛
鳥
」「
當
麻
」
も
散
見
さ
れ
る
が
、
偏
り
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
書
き
手
の
ほ
と
ん
ど
は
県
外
出

身
者
で
あ
り
、
旅
行
で
奈
良
を
訪
れ
た
者
が
多
く
、
一
部
の
一
時
的
在
住
者

も
含
め
て
、
そ
の
旅
行
先
や
在
住
地
が
斑
鳩
や
奈
良
市
内
に
偏
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四

中
学
生
を
対
象
と
す
る
郷
土
教
材
の
先
行
開
発
例

中
学
校
国
語
科
学
習
指
導
に
お
け
る
奈
良
に
関
す
る
郷
土
教
材
の
開
発
で

ま
と
ま
っ
た
も
の
に
、
奈
良
市
教
育
委
員
会
・
奈
良
市
中
学
校
国
語
科
研
究

部
会
(一
九
五
八
)『
中
学
生

ふ
る
さ
と
奈
良
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時

奈
良
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
で
あ
っ
た
植
西
耕
一
氏
の
尽
力
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
書
の
編
集
方
針
は
、「
あ
と
が
き
」
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
（
一

〇
六
ペ
ー
ジ
）。

⑴

「
奈
良
」
の
範
囲
は
、
法
隆
寺
方
面
ま
で
含
む
が
、
現
在
の
奈
良
市

地
域
を
中
心
と
す
る
。

⑵

様
式
論
、
考
証
論
な
ど
は
避
け
、
も
っ
ぱ
ら
中
学
生
諸
君
の
心
情
に

直
通
す
る
よ
う
な
資
料
を
選
ぶ
。

⑶

学
年
性
を
考
え
、「
読
ん
で
」
と
「
出
か
け
て
」
の
両
形
態
に
共
に
生

か
さ
れ
る
も
の
に
す
る
。

⑷

三
主
題
（
引
用
者
注
―
後
述
）
に
含
め
得
な
い
も
の
は
自
由
な
読
み

物
資
料
と
し
て
で
き
る
だ
け
入
れ
る
。

⑸

簡
単
な
傍
注
を
添
え
る
。

ま
た
、
本
書
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
二
〜
四
ペ

ー
ジ
）。

⑴

「
ふ
る
さ
と
学
習
」
第
一
部
は
「
主
と
し
て
読
み
物
学
習
」
の
際
の

資
料
、
第
二
部
は
「
主
と
し
て
現
地
学
習
」
の
際
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と

し
て
の
活
用
が
で
き
る
。

⑵

「
主
と
し
て
読
み
物
学
習
」
に
活
用
す
る
場
合
、
各
学
年
の
主
題
と

し
て
次
の
三
つ
を
示
し
て
い
る
。

①

一
年
…
…
詩
の
国
〈
自
然
・
風
土
へ
の
親
し
み
を
〉

②

二
年
…
…
み
ほ
と
け
の
像
〈
古
美
術
へ
の
開
眼
を
〉

③

三
年
…
…
古
都
新
生
〈
文
化
都
市
市
民
と
し
て
の
批
判
力
を
〉

⑶

右
記
の
各
主
題
ご
と
に
、
次
の
学
習
過
程
を
示
し
て
い
る
。

①

一
年
…
…
資
料
群
あ
る
い
は
選
択
資
料
を
自
由
読
み
す
る
。
↓
主

と
し
て
奈
良
の
自
然
情
景
を
探
訪
す
る
コ
ー
ス
を
考
え
る
。
↓
日
時
と

探
訪
コ
ー
ス
を
き
め
、
各
自
の
み
つ
め
た
い
点
も
考
え
て
お
く
。
↓
学

級
別
に
楽
し
く
コ
ー
ス
を
め
ぐ
る
。メ
モ
を
と
る
。↓
印
象
記
を
書
く
。

（
遠
地
の
知
人
に
送
る
手
紙
形
式
な
ど
が
お
も
し
ろ
い
。）
↓
発
表
会

－6－
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を
開
く
。
文
集
を
作
る
。

②

二
年
…
…
仏
像
の
紹
介
順
に
写
真
と

照
応
し
な
が
ら
読
む
。
同
種
の
さ
ま
ざ

ま
な
写
真
を
持
ち
寄
っ
て
仏
像
写
真
展

の
一
コ
ー
ナ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
も

マ
ゝ

よ
い
。
↓
文
章
中
の
深
め
た
い
点
、
あ

き
ら
か
に
し
た
い
点
を
た
し
か
め
る
。

↓
た
ず
ね
た
い
一
、
二
体
を
き
め
、
学

級
別
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
別
に
出
か
け

る
。
↓
印
象
を
作
文
や
詩
に
書
く
。
も

っ
と
も
こ
こ
ろ
を
と
ら
え
た
仏
像
へ
告

白
、
敬
慕
の
気
持
ち
を
つ
づ
る
。
↓
印

象
を
話
し
合
っ
た
り
、
書
い
た
も
の
を

発
表
し
合
っ
た
り
す
る
。

③

三
年
…
…
奈
良
の
長
所
、
短
所
に
つ

い
て
討
議
す
る
。
↓
理
想
的
な
奈
良
市

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。
↓
各
資

料
の
論
点
に
つ
い
て
読
み
と
る
。
↓
各

資
料
に
共
通
し
て
い
る
考
え
か
た
を
と

ら
え
る
。
ま
た
、
ち
が
っ
て
い
る
点
を

検
討
す
る
。
↓
こ
の
土
地
に
住
み
続
け

る
上
で
の
戒
め
と
工
夫
を
話
し
合
う
。

↓
美
し
い
ふ
る
さ
と
と
す
る
た
め
の
い

教材  （※は戦後中学校教科書掲載） 筆者・作者 在住 出典 主題 現地

詩の国－奈良の四季

1 奈良の春 伊ヶ崎明子 ◎ 小５教科書 ①

2 大和百句より （投稿者） ◎ 朝日新聞奈良版 ①

3 初夏の奈良（※愛育社9-926） 荻原井泉水 △ 中１教科書 ①

4 奈良三日－第一日（※光村図書955） 石森延男 △ 中３教科書 ① Ａ

5 奈良の秋 今井鑑三 ◎ 小５教科書 ① Ａ

6 唐招提寺 橋本多佳子 ◎ 朝日新聞奈良版 ① Ｂ

7 ノート 堀辰雄 △ 大和路・信濃路 ① ＡＢ

みほとけの像－奈良の古美術

少年少女結縁八体

8 気高く清らかな好青年・法隆寺夢違観音 松本楢重 ◎ 大和の彫刻美 ② Ｃ

9 永遠の微笑・中宮寺如意輪観音（※　教育出版9011）亀井勝一郎 △ 大和古寺風物誌 ② Ｃ

10 少年時代から夢見ていた横顔・中宮寺如意輪観音 竹山道雄 △ 古都遍歴－奈良 ② Ｃ

11 純情の少年像・興福寺阿修羅 松本楢重 ◎ 大和の彫刻美 ② Ａ

12 この少女のどこに・興福寺阿修羅 貝塚茂樹 △ 奈良の仏像 ② Ａ

13 限りない平和な美しさ・三月堂月光菩薩 藤波隆之 △ 奈良の仏像 ② Ａ

14 温かではげしい・戒壇院広目天 堀辰雄 △ 大和路・信濃路 ② Ａ

15 超人間的な香気・薬師寺薬師如来 和辻哲郎 △ 古寺巡礼 ② Ｂ

16 天平の深淵を語る・三月堂不空羂索観音 亀井勝一郎 △ 大和古寺風物誌 ② Ａ

17 造形の近代感覚・法隆寺百済観音 松本楢重 ◎ 大和の彫刻美 ②

18 自由詩―不空羂索観音 新川登紀子 ◎ ？ ② ＡＣ

19 読書感想文―微笑について 島村直子 ？ 読書感想文 ② ＡＣ

20 奈良三日―第二日（※光村図書955） 石森延男 △ 中３教科書 ② Ｃ

21 昔の人の誠実さ 寺尾勇 ◎ 奈良散歩 ①②

西の京

22 塔について 亀井勝一郎 △ 大和古寺風物誌 ①②

23 奈良三日―第三日（※光村図書955） 石森延男 △ 中３教科書 ①② Ｂ

24 はるかな道 田中保雄 △ 小５教科書 Ｂ

25 黒桧抄 北原白秋 △ 黒桧 ② Ｂ

古都新生－奈良のありかた

26 奈良 志賀直哉 ○ 早春 ③

27 奈良を亡ぼすものら 前川佐美雄 ◎ 新潮 ③

28 国のまほろば 竹山道雄 △ 古都遍歴－奈良 ③

奈良秀歌集

29 大和の旅 佐々木信綱 △ 中３教科書 ① Ｂ

30 南京新唄抄　他 会津八一 △ 鹿鳴集・山光集 ①② ＡＢＣ

31 宵宮の燈籠　他 木下利玄 △ 木下利玄全集－歌集篇① Ａ

32 東大寺伎楽面 吉井勇 △ 形影抄 ② Ａ

33 田原西陵　他 土屋文明 △ 少安集 ①

34 月ヶ瀬行 中村憲吉 △ 中村憲吉歌集 ①

※注１　「在住」欄の記号は、本書の筆者解説により、奈良在住者は◎、一時的在住者は○、一時的訪問
　　　者は△とした。

※注２　「主題」欄の記号は、本文の四にあるように、①詩の国〈自然・風土への親しみを〉②みほと
　　　けの像〈古美術への開眼を〉③古都新生〈文化都市市民としての批判力を〉を示している。

※注３　「現地」欄の記号は、本文の四にあるように、Ａ奈良市東部、Ｂ奈良市西部、Ｃ法隆寺方面を示
　　　している。

表３　『中学生　ふるさと奈良』の教材一覧
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ジ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
題
材
や
内
容
と
し
て
は
、「
土
地
や
建
造
物
（
主

と
し
て
寺
社
）」「
仏
像
」「
塔
」
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

３

文
章
中
の
主
た
る
場
所

取
り
上
げ
ら
れ
る
奈
良
県
内
の
地
域
を
見
る
と
、「
法
隆
寺
を
中
心
と
す
る

斑
鳩
」「
東
大
寺
周
辺
・
西
の
京
を
中
心
と
す
る
奈
良
市
内
」
が
主
で
あ
り
、

「
飛
鳥
」「
當
麻
」
も
散
見
さ
れ
る
が
、
偏
り
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
書
き
手
の
ほ
と
ん
ど
は
県
外
出

身
者
で
あ
り
、
旅
行
で
奈
良
を
訪
れ
た
者
が
多
く
、
一
部
の
一
時
的
在
住
者

も
含
め
て
、
そ
の
旅
行
先
や
在
住
地
が
斑
鳩
や
奈
良
市
内
に
偏
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四

中
学
生
を
対
象
と
す
る
郷
土
教
材
の
先
行
開
発
例

中
学
校
国
語
科
学
習
指
導
に
お
け
る
奈
良
に
関
す
る
郷
土
教
材
の
開
発
で

ま
と
ま
っ
た
も
の
に
、
奈
良
市
教
育
委
員
会
・
奈
良
市
中
学
校
国
語
科
研
究

部
会
(一
九
五
八
)『
中
学
生

ふ
る
さ
と
奈
良
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時

奈
良
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
で
あ
っ
た
植
西
耕
一
氏
の
尽
力
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
書
の
編
集
方
針
は
、「
あ
と
が
き
」
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
（
一

〇
六
ペ
ー
ジ
）。

⑴

「
奈
良
」
の
範
囲
は
、
法
隆
寺
方
面
ま
で
含
む
が
、
現
在
の
奈
良
市

地
域
を
中
心
と
す
る
。

⑵

様
式
論
、
考
証
論
な
ど
は
避
け
、
も
っ
ぱ
ら
中
学
生
諸
君
の
心
情
に

直
通
す
る
よ
う
な
資
料
を
選
ぶ
。

⑶

学
年
性
を
考
え
、「
読
ん
で
」
と
「
出
か
け
て
」
の
両
形
態
に
共
に
生

か
さ
れ
る
も
の
に
す
る
。

⑷

三
主
題
（
引
用
者
注
―
後
述
）
に
含
め
得
な
い
も
の
は
自
由
な
読
み

物
資
料
と
し
て
で
き
る
だ
け
入
れ
る
。

⑸

簡
単
な
傍
注
を
添
え
る
。

ま
た
、
本
書
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
二
〜
四
ペ

ー
ジ
）。

⑴

「
ふ
る
さ
と
学
習
」
第
一
部
は
「
主
と
し
て
読
み
物
学
習
」
の
際
の

資
料
、
第
二
部
は
「
主
と
し
て
現
地
学
習
」
の
際
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と

し
て
の
活
用
が
で
き
る
。

⑵

「
主
と
し
て
読
み
物
学
習
」
に
活
用
す
る
場
合
、
各
学
年
の
主
題
と

し
て
次
の
三
つ
を
示
し
て
い
る
。

①

一
年
…
…
詩
の
国
〈
自
然
・
風
土
へ
の
親
し
み
を
〉

②

二
年
…
…
み
ほ
と
け
の
像
〈
古
美
術
へ
の
開
眼
を
〉

③

三
年
…
…
古
都
新
生
〈
文
化
都
市
市
民
と
し
て
の
批
判
力
を
〉

⑶

右
記
の
各
主
題
ご
と
に
、
次
の
学
習
過
程
を
示
し
て
い
る
。

①

一
年
…
…
資
料
群
あ
る
い
は
選
択
資
料
を
自
由
読
み
す
る
。
↓
主

と
し
て
奈
良
の
自
然
情
景
を
探
訪
す
る
コ
ー
ス
を
考
え
る
。
↓
日
時
と

探
訪
コ
ー
ス
を
き
め
、
各
自
の
み
つ
め
た
い
点
も
考
え
て
お
く
。
↓
学

級
別
に
楽
し
く
コ
ー
ス
を
め
ぐ
る
。メ
モ
を
と
る
。↓
印
象
記
を
書
く
。

（
遠
地
の
知
人
に
送
る
手
紙
形
式
な
ど
が
お
も
し
ろ
い
。）
↓
発
表
会

－7－
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た
著
者
が
、
取
材
対
象
を
奈
良
県
全
域
に
広
げ
、
実
際
に
著
者
自
身

の
現
地
踏
破
に
基
づ
い
て
分
析
、
論
評
を
加
え
た
も
の
。
奈
良
県
内

（
京
都
南
部
も
含
む
）
の
十
六
の
地
域
に
深
く
関
わ
る
記
紀
万
葉
か

ら
近
現
代
に
及
ぶ
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
文
学
作
品
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

②

前
登
志
夫
監
修
（
一
九
八
八
）『
歴
史
と
名
作

奈
良
紀
行
』
主
婦

の
友
社
…
…
奈
良
県
吉
野
に
生
ま
れ
、
在
住
す
る
監
修
者
が
、
奈
良

県
内
の
有
名
古
寺
社
や
旧
跡
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
紀
行
文

や
印
象
記
を
紹
介
す
る
。
奈
良
県
内
を
十
二
の
地
域
に
分
け
て
い
る
。

巻
末
に
作
家
・
作
品
索
引
が
あ
る
の
も
便
利
で
あ
る
。

③

奈
良
県
史
編
集
委
員
会
・
黒
沢
幸
三
編
（
一
九
八
四
）『
奈
良
県
史

第
九
巻

文
学
―
風
土
と
文
学
―
』
名
著
出
版
…
…
奈
良
時
代
か
ら

近
代
ま
で
、
編
年
体
に
よ
っ
て
奈
良
に
関
わ
る
文
学
を
論
述
す
る
。

編
者
の
黒
沢
を
し
て
、「
一
地
域
を
と
お
し
て
の
全
日
本
文
学
史
」（
六

ペ
ー
ジ
）
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
の
本
格
的
な
資
料
で
あ
る
。

④

帝
塚
山
短
期
大
学
日
本
文
芸
研
究
室
編
（
一
九
八
八
）『
奈
良
と
文

学

古
代
か
ら
現
代
ま
で
』
和
泉
書
院
…
…
③
と
同
じ
く
編
年
体
に

よ
り
、
日
本
文
学
全
体
の
中
で
奈
良
と
文
学
を
捉
え
る
こ
と
を
指
向

し
て
い
る
。
特
に
、
近
現
代
に
詳
し
く
、
ま
た
、
奈
良
生
ま
れ
の
作

家
(上
司
小
剣
)も
紹
介
す
る
の
は
珍
し
い
。

⑤

會
津
八
一
他
三
十
三
名
（
一
九
八
七
）『
日
本
随
筆
紀
行
第
一
八
巻

奈
良

ま
ほ
ろ
ば
の
国
を
尋
ね
て
』
作
品
社
…
…
①
〜
④
と
異
な
り
、

作
品
全
体
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
、
解
説
は
加
え
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
教
材
開
発
の
際
の
本
文
確
認
に
は
、
極
め
て
有
用
性
が
高

い
。
巻
末
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
も
充
実
し
て
い
る
。

⑥

河
野
仁
昭
編
（
一
九
九
四
）『
ふ
る
さ
と
文
学
館

第
三
五
巻
【
奈

良
】』
ぎ
ょ
う
せ
い
…
…
⑤
と
同
様
、
作
品
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い

て
、
本
文
確
認
、
教
材
作
成
に
有
用
性
が
高
い
。
巻
末
の
「
作
家
紹

介
」「
作
品
解
説
」
も
役
に
立
つ
。

⑦

浦
西
和
彦
・
浅
田
隆
・
太
田
登
編
（
一
九
八
九
）『
奈
良
近
代
文
学

事
典
』
和
泉
書
院
…
…
近
代
・
現
代
に
お
け
る
奈
良
に
関
わ
る
作
者

と
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
解
説
し
た
も
の
。
郷
土
教
材
開
発

の
た
め
の
座
右
の
書
と
で
も
言
う
べ
き
労
作
で
あ
る
。

⑧

嘉
瀬
井
整
夫
（
一
九
九
八
）『
奈
良
大
和
路
文
学
散
歩
』
鳥
影
社
…

…
近
代
だ
け
で
な
く
現
代
の
文
学
作
品
も
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
る

の
で
、
親
し
め
る
書
で
あ
る
。

⑵

教
材
開
発
の
た
め
の
視
点

①

取
り
上
げ
る
事
柄
・
内
容

戦
後
中
学
校
国
語
科
教
科
書
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
寺
社
な
ど
の

建
造
物
、
古
墳
、
仏
像
、
塔
な
ど
が
多
か
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
内
容

や
事
柄
も
教
材
と
し
て
の
価
値
を
も
つ
。

ア

民
話
・
伝
説
・
昔
話
な
ど
…
…
全
国
の
ど
の
都
道
府
県
に
も
こ

の
類
は
あ
る
が
、
奈
良
県
も
同
様
で
あ
る
。
奈
良
県
国
語
教
育
研

究
協
議
会
（
二
〇
一
六
）
で
は
、
生
駒
市
に
伝
わ
る
昔
話
「
鬼
取

山
」「
お
く
り
お
お
か
み
」
を
教
材
化
し
た
。
ま
た
、
葛
城
市
民
話

編
集
委
員
会
（
二
〇
〇
八
）
で
は
、
葛
城
市
内
に
残
る
昔
話
や
伝
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ろ
い
ろ
な
要
望
を
ま
と
め
て
、
関
係
方
面
へ
出
す
。

⑷

「
主
と
し
て
現
地
学
習
」
に
活
用
す
る
場
合
、
各
学
年
に
次
の
よ
う

な
コ
ー
ス
を
想
定
し
、
関
係
資
料
を
示
し
て
い
る
。

Ａ

一
年
…
…
奈
良
市
東
部
（
興
福
寺
・
博
物
館
↓
三
月
堂
↓
戒
壇
院
）

Ｂ

二
年
…
…
奈
良
市
西
部
（
唐
招
提
寺
↓
薬
師
寺
）

Ｃ

三
年
…
…
法
隆
寺
方
面
（
中
宮
寺
↓
法
隆
寺
）

本
書
の
特
徴
は
、
こ
の
「
本
書
の
編
集
方
針
」「
本
書
の
使
い
方
」
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
戦
後
中
学
校
国
語
科
教
科
書
（
表
１
）
と
比
較
す
る
と
、
さ

ら
に
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
。

⑴

題
材
の
多
様
性
…
…
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
土
地
や
建
造
物
、
仏

像
に
多
様
性
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
仏
像
で
は
、
戦
後
中
学
校
国
語

科
教
科
書
教
材
と
出
典
を
同
じ
く
す
る
教
材

で
「
戒
壇
院
広
目
天
」

14

を
、
教
材

で
「
三
月
堂
不
空
羂
索
観
音
」
を
取
り
上
げ
て
い
て
、
戦

16

後
中
学
校
国
語
科
教
科
書
教
材
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
教
材

の
15

「
薬
師
寺
薬
師
如
来
」
は
戦
後
中
学
校
国
語
科
教
科
書
教
材
に
も
記
述

が
あ
る
が
、
そ
の
描
写
方
法
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
文
章
と
し

て
「
読
み
」
に
や
や
抵
抗
の
あ
る
資
料
で
も
、
実
際
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
（
現
地
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
）
と
い
う
利
点
を
活
用
し
た

選
択
は
、
今
後
の
郷
土
教
材
開
発
に
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

⑵

書
き
手
の
多
様
性
…
…
こ
こ
に
い
う
「
多
様
性
」
と
は
、
一
つ
は
現

住
地
、
一
つ
は
職
業
や
立
場
の
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
表
３
の
「
在

住
」
欄
に
示
し
た
よ
う
に
、
書
き
手
が
奈
良
市
内
在
住
者
（
◎
）
十
名
、

一
時
的
な
奈
良
市
内
在
住
者
（
○
）
一
名
、
旅
行
者
（
△
）
二
十
二
名
、

不
明
（
？
）
一
名
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
中
学
校
国
語
科
教
科
書

で
は
、
奈
良
市
内
（
奈
良
県
内
）
在
住
者
が
皆
無
で
あ
る
。
一
方
、
職

業
や
立
場
に
も
、
高
名
な
文
筆
家
に
ま
じ
っ
て
、
小
学
生
や
中
学
生
も

い
る
。
奈
良
出
身
者
・
在
住
者
の
、
郷
土
に
対
す
る
視
点
は
、
郷
土
教

材
開
発
の
重
要
な
観
点
で
あ
る
。

⑶

ジ
ャ
ン
ル
・
内
容
の
多
様
性
…
…
取
り
上
げ
た
文
章
は
、
随
想
の
み

で
な
く
、
論
説
風
の
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
内
容
的
に
も
奈
良
を
賞
賛

す
る
の
み
で
な
く
、
批
判
す
る
内
容
も
あ
る
。
戦
後
中
学
校
国
語
科
教

科
書
で
は
、
そ
の
よ
う
な
内
容
は
皆
無
で
あ
る
。
教
科
書
の
性
格
上
無

理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
奈
良
の
現
実
を
知
り
、
そ
の
解
決
を
考
え

る
学
習
も
学
習
者
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
学
習
で
あ
る
。

五

教
材
開
発
の
試
み

奈
良
を
題
材
に
し
た
教
材
と
な
り
う
る
素
材
は
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
記
紀
万

葉
か
ら
現
代
ま
で
豊
か
に
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
明
治
以
降
の

近
現
代
作
品
に
絞
っ
て
提
案
す
る
こ
と
と
す
る
。

⑴

教
材
開
発
の
た
め
の
基
礎
資
料

「
奈
良
」
に
関
す
る
資
料
は
多
く
存
在
す
る
が
、
次
の
資
料
は
教
材
開

発
の
際
に
有
益
で
あ
る
。

①

植
西
耕
一
（
一
九
八
九
）『
文
学
探
究

奈
良
大
和
路
』
奈
良
新
聞

社
…
…
前
述
の
『
中
学
生

ふ
る
さ
と
奈
良
』
編
集
の
中
心
で
あ
っ

－8－
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た
著
者
が
、
取
材
対
象
を
奈
良
県
全
域
に
広
げ
、
実
際
に
著
者
自
身

の
現
地
踏
破
に
基
づ
い
て
分
析
、
論
評
を
加
え
た
も
の
。
奈
良
県
内

（
京
都
南
部
も
含
む
）
の
十
六
の
地
域
に
深
く
関
わ
る
記
紀
万
葉
か

ら
近
現
代
に
及
ぶ
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
文
学
作
品
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

②

前
登
志
夫
監
修
（
一
九
八
八
）『
歴
史
と
名
作

奈
良
紀
行
』
主
婦

の
友
社
…
…
奈
良
県
吉
野
に
生
ま
れ
、
在
住
す
る
監
修
者
が
、
奈
良

県
内
の
有
名
古
寺
社
や
旧
跡
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
紀
行
文

や
印
象
記
を
紹
介
す
る
。
奈
良
県
内
を
十
二
の
地
域
に
分
け
て
い
る
。

巻
末
に
作
家
・
作
品
索
引
が
あ
る
の
も
便
利
で
あ
る
。

③

奈
良
県
史
編
集
委
員
会
・
黒
沢
幸
三
編
（
一
九
八
四
）『
奈
良
県
史

第
九
巻

文
学
―
風
土
と
文
学
―
』
名
著
出
版
…
…
奈
良
時
代
か
ら

近
代
ま
で
、
編
年
体
に
よ
っ
て
奈
良
に
関
わ
る
文
学
を
論
述
す
る
。

編
者
の
黒
沢
を
し
て
、「
一
地
域
を
と
お
し
て
の
全
日
本
文
学
史
」（
六

ペ
ー
ジ
）
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
の
本
格
的
な
資
料
で
あ
る
。

④

帝
塚
山
短
期
大
学
日
本
文
芸
研
究
室
編
（
一
九
八
八
）『
奈
良
と
文

学

古
代
か
ら
現
代
ま
で
』
和
泉
書
院
…
…
③
と
同
じ
く
編
年
体
に

よ
り
、
日
本
文
学
全
体
の
中
で
奈
良
と
文
学
を
捉
え
る
こ
と
を
指
向

し
て
い
る
。
特
に
、
近
現
代
に
詳
し
く
、
ま
た
、
奈
良
生
ま
れ
の
作

家
(上
司
小
剣
)も
紹
介
す
る
の
は
珍
し
い
。

⑤

會
津
八
一
他
三
十
三
名
（
一
九
八
七
）『
日
本
随
筆
紀
行
第
一
八
巻

奈
良

ま
ほ
ろ
ば
の
国
を
尋
ね
て
』
作
品
社
…
…
①
〜
④
と
異
な
り
、

作
品
全
体
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
、
解
説
は
加
え
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
教
材
開
発
の
際
の
本
文
確
認
に
は
、
極
め
て
有
用
性
が
高

い
。
巻
末
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
も
充
実
し
て
い
る
。

⑥

河
野
仁
昭
編
（
一
九
九
四
）『
ふ
る
さ
と
文
学
館

第
三
五
巻
【
奈

良
】』
ぎ
ょ
う
せ
い
…
…
⑤
と
同
様
、
作
品
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い

て
、
本
文
確
認
、
教
材
作
成
に
有
用
性
が
高
い
。
巻
末
の
「
作
家
紹

介
」「
作
品
解
説
」
も
役
に
立
つ
。

⑦

浦
西
和
彦
・
浅
田
隆
・
太
田
登
編
（
一
九
八
九
）『
奈
良
近
代
文
学

事
典
』
和
泉
書
院
…
…
近
代
・
現
代
に
お
け
る
奈
良
に
関
わ
る
作
者

と
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
解
説
し
た
も
の
。
郷
土
教
材
開
発

の
た
め
の
座
右
の
書
と
で
も
言
う
べ
き
労
作
で
あ
る
。

⑧

嘉
瀬
井
整
夫
（
一
九
九
八
）『
奈
良
大
和
路
文
学
散
歩
』
鳥
影
社
…

…
近
代
だ
け
で
な
く
現
代
の
文
学
作
品
も
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
る

の
で
、
親
し
め
る
書
で
あ
る
。

⑵

教
材
開
発
の
た
め
の
視
点

①

取
り
上
げ
る
事
柄
・
内
容

戦
後
中
学
校
国
語
科
教
科
書
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
寺
社
な
ど
の

建
造
物
、
古
墳
、
仏
像
、
塔
な
ど
が
多
か
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
内
容

や
事
柄
も
教
材
と
し
て
の
価
値
を
も
つ
。

ア

民
話
・
伝
説
・
昔
話
な
ど
…
…
全
国
の
ど
の
都
道
府
県
に
も
こ

の
類
は
あ
る
が
、
奈
良
県
も
同
様
で
あ
る
。
奈
良
県
国
語
教
育
研

究
協
議
会
（
二
〇
一
六
）
で
は
、
生
駒
市
に
伝
わ
る
昔
話
「
鬼
取

山
」「
お
く
り
お
お
か
み
」
を
教
材
化
し
た
。
ま
た
、
葛
城
市
民
話

編
集
委
員
会
（
二
〇
〇
八
）
で
は
、
葛
城
市
内
に
残
る
昔
話
や
伝

- 8 -

ろ
い
ろ
な
要
望
を
ま
と
め
て
、
関
係
方
面
へ
出
す
。

⑷

「
主
と
し
て
現
地
学
習
」
に
活
用
す
る
場
合
、
各
学
年
に
次
の
よ
う

な
コ
ー
ス
を
想
定
し
、
関
係
資
料
を
示
し
て
い
る
。

Ａ

一
年
…
…
奈
良
市
東
部
（
興
福
寺
・
博
物
館
↓
三
月
堂
↓
戒
壇
院
）

Ｂ

二
年
…
…
奈
良
市
西
部
（
唐
招
提
寺
↓
薬
師
寺
）

Ｃ

三
年
…
…
法
隆
寺
方
面
（
中
宮
寺
↓
法
隆
寺
）

本
書
の
特
徴
は
、
こ
の
「
本
書
の
編
集
方
針
」「
本
書
の
使
い
方
」
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
戦
後
中
学
校
国
語
科
教
科
書
（
表
１
）
と
比
較
す
る
と
、
さ

ら
に
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
。

⑴

題
材
の
多
様
性
…
…
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
土
地
や
建
造
物
、
仏

像
に
多
様
性
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
仏
像
で
は
、
戦
後
中
学
校
国
語

科
教
科
書
教
材
と
出
典
を
同
じ
く
す
る
教
材

で
「
戒
壇
院
広
目
天
」

14

を
、
教
材

で
「
三
月
堂
不
空
羂
索
観
音
」
を
取
り
上
げ
て
い
て
、
戦

16

後
中
学
校
国
語
科
教
科
書
教
材
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
教
材

の
15

「
薬
師
寺
薬
師
如
来
」
は
戦
後
中
学
校
国
語
科
教
科
書
教
材
に
も
記
述

が
あ
る
が
、
そ
の
描
写
方
法
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
文
章
と
し

て
「
読
み
」
に
や
や
抵
抗
の
あ
る
資
料
で
も
、
実
際
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
（
現
地
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
）
と
い
う
利
点
を
活
用
し
た

選
択
は
、
今
後
の
郷
土
教
材
開
発
に
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

⑵

書
き
手
の
多
様
性
…
…
こ
こ
に
い
う
「
多
様
性
」
と
は
、
一
つ
は
現

住
地
、
一
つ
は
職
業
や
立
場
の
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
表
３
の
「
在

住
」
欄
に
示
し
た
よ
う
に
、
書
き
手
が
奈
良
市
内
在
住
者
（
◎
）
十
名
、

一
時
的
な
奈
良
市
内
在
住
者
（
○
）
一
名
、
旅
行
者
（
△
）
二
十
二
名
、

不
明
（
？
）
一
名
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
中
学
校
国
語
科
教
科
書

で
は
、
奈
良
市
内
（
奈
良
県
内
）
在
住
者
が
皆
無
で
あ
る
。
一
方
、
職

業
や
立
場
に
も
、
高
名
な
文
筆
家
に
ま
じ
っ
て
、
小
学
生
や
中
学
生
も

い
る
。
奈
良
出
身
者
・
在
住
者
の
、
郷
土
に
対
す
る
視
点
は
、
郷
土
教

材
開
発
の
重
要
な
観
点
で
あ
る
。

⑶

ジ
ャ
ン
ル
・
内
容
の
多
様
性
…
…
取
り
上
げ
た
文
章
は
、
随
想
の
み

で
な
く
、
論
説
風
の
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
内
容
的
に
も
奈
良
を
賞
賛

す
る
の
み
で
な
く
、
批
判
す
る
内
容
も
あ
る
。
戦
後
中
学
校
国
語
科
教

科
書
で
は
、
そ
の
よ
う
な
内
容
は
皆
無
で
あ
る
。
教
科
書
の
性
格
上
無

理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
奈
良
の
現
実
を
知
り
、
そ
の
解
決
を
考
え

る
学
習
も
学
習
者
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
学
習
で
あ
る
。

五

教
材
開
発
の
試
み

奈
良
を
題
材
に
し
た
教
材
と
な
り
う
る
素
材
は
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
記
紀
万

葉
か
ら
現
代
ま
で
豊
か
に
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
明
治
以
降
の

近
現
代
作
品
に
絞
っ
て
提
案
す
る
こ
と
と
す
る
。

⑴

教
材
開
発
の
た
め
の
基
礎
資
料

「
奈
良
」
に
関
す
る
資
料
は
多
く
存
在
す
る
が
、
次
の
資
料
は
教
材
開

発
の
際
に
有
益
で
あ
る
。

①

植
西
耕
一
（
一
九
八
九
）『
文
学
探
究

奈
良
大
和
路
』
奈
良
新
聞

社
…
…
前
述
の
『
中
学
生

ふ
る
さ
と
奈
良
』
編
集
の
中
心
で
あ
っ

－9－
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・
法
輪
寺
（
く
わ
ん
お
ん
の
…
…
）

会
津
八
一
の
短
歌
は
、
歌
碑
と
し
て
も
残
さ
れ
、
全
国
に
一
九
基
あ

る
う
ち
の
一
一
基
が
奈
良
県
内
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
室
で
の
学

習
だ
け
で
は
な
く
、現
地
で
の
学
習
も
可
能
で
あ
る
。筆
者
の
場
合
、「
奈

良
め
ぐ
り
」
と
い
う
行
事
で
、
現
地
で
歌
碑
を
模
写
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
解
釈
・
鑑
賞
を
一
枚
の
レ
ポ
ー
ト
に
す
る
課
題
を
課
し
た
。

②

教
材
「
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
る
―
奈
良

現
在
・
過
去
そ
し
て
未

来
―
」（
５
）

本
教
材
は
、
国
語
科
総
合
単
元
学
習
の
た
め
に
開
発
し
た
も
の
で
あ

る
。
次
の
二
観
点
か
ら
、
複
数
の
資
料
に
つ
い
て
読
ん
で
味
わ
っ
た
り

調
べ
た
り
す
る
学
習
を
行
う
。

ア

奈
良
と
い
う
土
地
や
風
土
が
、
過
去
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

捉
え
ら
れ
て
き
た
か
を
学
ぶ
。
―
奈
良
の
こ
と
を
「
知
る
」
学

習
イ

奈
良
と
い
う
土
地
や
風
土
が
抱
え
る
現
在
の
問
題
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
解
決
す
べ
き
か
と
い
う
未
来
の
問
題
を
学
ぶ
。
―

奈
良
の
こ
と
を
「
考
え
る
」
学
習

ア
の
学
習
資
料
と
し
て
、
志
賀
直
哉
「
奈
良
」、
薄
田
泣
菫
「
奈
良
」、

野
上
弥
生
子
「
奈
良
」、
荻
原
井
泉
水
「
初
夏
の
奈
良
」、
今
井
鑑
三
「
奈

良
の
秋
」
の
随
筆
五
編
を
用
い
る
。
イ
は
、
共
通
資
料
と
し
て
『
奈
良

の
景
観
に
関
す
る
懇
談
会
の
討
論
の
記
録
』
を
用
い
て
、
問
題
意
識
を

喚
起
し
、
各
自
設
定
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
資
料
を
探
索
す
る
。
テ
ー
マ

は
次
の
六
つ
で
あ
る
が
、
す
べ
て
「
今
」
の
問
題
と
関
連
さ
せ
る
。

①
「
仏
像
」
②
「
古
建
築
」
―
文
化
財
保
護
と
の
関
連

③
「
町
並
み
・
都
市
景
観
」
④
「
道
・
自
然
」
⑤
「
地
形
」

―
開
発
や
日
常
生
活
と
の
関
連

⑥
「
伝
統
行
事
」
―
人
々
の
暮
ら
し
と
の
関
連

最
終
的
に
は
「
奈
良
と
い
う
土
地
・
風
土
に
ど
ん
な
意
見
を
も
ち
、

ど
ん
な
夢
や
願
い
を
抱
い
て
い
る
か
」
と
い
う
意
見
文
を
書
い
て
、
学

習
を
終
え
る
。

学
習
者
の
反
応
と
し
て
は
、
奈
良
と
い
う
土
地
に
対
す
る
発
見
や
問

題
意
識
の
向
上
、
随
筆
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
読
み
へ
の
親
し
み
な
ど
肯

定
的
に
捉
え
る
一
方
で
、
資
料
の
内
容
と
生
活
実
感
と
の
乖
離
、
資
料

不
足
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
教
材
の
実
践
で
は
、
学
習
者
の
学
習
意
欲
が
い
つ
も
以
上
に
高

か
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

注（
１
）「
東
書
文
庫
」
の
検
索
画
面
の
「
作
品
名
」
に
い
く
つ
か
の
土
地
名
を
入
力

し
た
結
果
、
東
京
が
七
十
六
件
、
奈
良
が
三
十
四
件
、
京
都
が
三
十
件
、
北

海
道
が
十
件
と
な
っ
た
。
本
文
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
数
字
は
あ
く
ま

で
も
参
考
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
２
）
初
め
に
「
東
書
文
庫
」
の
検
索
画
面
の
「
作
品
名
」
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入

力
し
て
検
索
を
行
う
。
次
に
、
そ
の
作
品
（
教
材
）
の
掲
載
教
科
書
の
所
在

を
（
公
財
）
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
附
属
図
書
館
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
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説
を
集
め
、
テ
キ
ス
ト
化
し
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
教
材
と
し
て

使
え
る
。
伝
説
探
索
に
は
丸
山
顕
徳
編
（
二
〇
一
〇
）
が
役
に
立

つ
。

イ

行
事
・
芸
能
・
祭
り
な
ど
…
…
奈
良
に
は
、
古
く
か
ら
続
く
伝

統
的
な
類
が
多
い
。
前
述
⑴
⑤
の
資
料
に
は
、「
大
和
の
春
の
行
事

（
樋
口
清
之
）」「
お
水
取
り
（
入
江
泰
吉
）」「
山
焼
（
宮
元
常
一
）」

「
大
和
五
条
の
鬼
走
り
（
北
條
秀
司
）」
な
ど
、
奈
良
の
行
事
に
取

材
し
た
随
筆
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ウ

奈
良
の
課
題
な
ど
…
…
浅
田
隆
（
一
九
八
四
）
は
前
述
⑴
③
の

資
料
で
、「
そ
こ
（
引
用
者
注
…
…
読
者
が
自
己
の
日
常
生
活
か
ら

見
出
し
難
い
夢
や
ロ
マ
ン
を
、
多
様
な
形
で
安
直
に
提
供
す
る
場

と
し
て
の
風
土
―
奈
良
―
を
え
が
い
た
作
品
群
の
こ
と
）
に
描
か

れ
る
奈
良
と
は
、
奈
良
県
民
に
と
っ
て
の
生
活
の
現
実
と
し
て
の

奈
良
で
は
な
く
、
情
緒
と
し
て
の
奈
良
、
浪
漫
の
媒
体
と
し
て
の

奈
良
、
端
的
に
は
『
思
い
入
れ
の
奈
良
』
と
呼
び
得
る
と
こ
ろ
の

も
の
で
あ
る
。」（
六
〇
二
ペ
ー
ジ
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば

「
景
観
問
題
」
は
観
光
都
市
に
と
っ
て
永
遠
の
課
題
で
あ
る
。
奈

良
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
課
題
を
考
え

さ
せ
る
こ
と
も
郷
土
教
材
の
役
目
で
あ
る
。

②

取
り
上
げ
る
文
種

ア

短
詩
型
文
学
（
短
歌
・
俳
句
な
ど
）
…
…
会
津
八
一
以
外
に
も

森
鷗
外
の
「
奈
良
五
十
首
」
が
あ
る
し
、
与
謝
野
晶
子
の
短
歌
に

も
大
和
は
詠
ま
れ
て
い
る
。

イ

説
明
文
、
論
説
・
評
論
文
な
ど
…
…
現
代
の
奈
良
が
抱
え
る
課

題
に
対
し
、
説
明
や
論
評
は
多
い
。

③

取
り
上
げ
る
地
域
―
奈
良
・
斑
鳩
以
外
に
―

ア

飛
鳥
地
域

イ

吉
野
地
域

ウ

桜
井
・
宇
陀
地
域

エ

葛
城
地
域

⑶

教
材
開
発
の
事
例

①

教
材
「
か
す
が
の
に
―
鑑
賞
・
会
津
八
一
―
」

本
教
材
は
会
津
八
一
の
歌
集
「
南
京
新
唱
」
一
五
二
首
か
ら
、
一
六

首
を
選
定
し
、
奈
良
市
中
心
部
、
西
の
京
、
斑
鳩
地
域
の
順
に
並
べ
た

も
の
で
あ
る
。
選
定
し
た
短
歌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
春
日
野
（
か
す
が
野
に
…
…
、
か
す
が
の
ゝ
…
…
）

・
猿
澤
池
（
わ
ぎ
も
こ
が
…
…
）

・
高
畑
（
た
び
人
の
…
…
）

・
新
薬
師
寺
金
堂
（
た
び
人
に
…
…
）

・
香
薬
師
（
み
ほ
と
け
の
…
…
、
ち
か
づ
き
て
…
…
）

・
東
大
寺
（
お
ほ
ら
か
に
…
…
）

・
奈
良
阪
（
な
ら
さ
か
の
…
…
）

・
海
龍
王
寺
（
し
ぐ
れ
の
あ
め
…
…
）

・
法
華
寺
懐
古
（
ふ
ぢ
は
ら
の
…
…
）

・
秋
篠
寺
（
あ
き
し
ぬ
の
…
…
）

・
唐
招
提
寺
（
お
ほ
て
ら
の
…
…
）

・
薬
師
寺
（
水
煙
の
…
…
）

・
夢
殿
観
音
に
（
あ
め
つ
ち
に
…
…
）

－10－
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・
法
輪
寺
（
く
わ
ん
お
ん
の
…
…
）

会
津
八
一
の
短
歌
は
、
歌
碑
と
し
て
も
残
さ
れ
、
全
国
に
一
九
基
あ

る
う
ち
の
一
一
基
が
奈
良
県
内
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
室
で
の
学

習
だ
け
で
は
な
く
、現
地
で
の
学
習
も
可
能
で
あ
る
。筆
者
の
場
合
、「
奈

良
め
ぐ
り
」
と
い
う
行
事
で
、
現
地
で
歌
碑
を
模
写
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
解
釈
・
鑑
賞
を
一
枚
の
レ
ポ
ー
ト
に
す
る
課
題
を
課
し
た
。

②

教
材
「
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
る
―
奈
良

現
在
・
過
去
そ
し
て
未

来
―
」（
５
）

本
教
材
は
、
国
語
科
総
合
単
元
学
習
の
た
め
に
開
発
し
た
も
の
で
あ

る
。
次
の
二
観
点
か
ら
、
複
数
の
資
料
に
つ
い
て
読
ん
で
味
わ
っ
た
り

調
べ
た
り
す
る
学
習
を
行
う
。

ア

奈
良
と
い
う
土
地
や
風
土
が
、
過
去
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

捉
え
ら
れ
て
き
た
か
を
学
ぶ
。
―
奈
良
の
こ
と
を
「
知
る
」
学

習
イ

奈
良
と
い
う
土
地
や
風
土
が
抱
え
る
現
在
の
問
題
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
解
決
す
べ
き
か
と
い
う
未
来
の
問
題
を
学
ぶ
。
―

奈
良
の
こ
と
を
「
考
え
る
」
学
習

ア
の
学
習
資
料
と
し
て
、
志
賀
直
哉
「
奈
良
」、
薄
田
泣
菫
「
奈
良
」、

野
上
弥
生
子
「
奈
良
」、
荻
原
井
泉
水
「
初
夏
の
奈
良
」、
今
井
鑑
三
「
奈

良
の
秋
」
の
随
筆
五
編
を
用
い
る
。
イ
は
、
共
通
資
料
と
し
て
『
奈
良

の
景
観
に
関
す
る
懇
談
会
の
討
論
の
記
録
』
を
用
い
て
、
問
題
意
識
を

喚
起
し
、
各
自
設
定
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
資
料
を
探
索
す
る
。
テ
ー
マ

は
次
の
六
つ
で
あ
る
が
、
す
べ
て
「
今
」
の
問
題
と
関
連
さ
せ
る
。

①
「
仏
像
」
②
「
古
建
築
」
―
文
化
財
保
護
と
の
関
連

③
「
町
並
み
・
都
市
景
観
」
④
「
道
・
自
然
」
⑤
「
地
形
」

―
開
発
や
日
常
生
活
と
の
関
連

⑥
「
伝
統
行
事
」
―
人
々
の
暮
ら
し
と
の
関
連

最
終
的
に
は
「
奈
良
と
い
う
土
地
・
風
土
に
ど
ん
な
意
見
を
も
ち
、

ど
ん
な
夢
や
願
い
を
抱
い
て
い
る
か
」
と
い
う
意
見
文
を
書
い
て
、
学

習
を
終
え
る
。

学
習
者
の
反
応
と
し
て
は
、
奈
良
と
い
う
土
地
に
対
す
る
発
見
や
問

題
意
識
の
向
上
、
随
筆
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
読
み
へ
の
親
し
み
な
ど
肯

定
的
に
捉
え
る
一
方
で
、
資
料
の
内
容
と
生
活
実
感
と
の
乖
離
、
資
料

不
足
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
教
材
の
実
践
で
は
、
学
習
者
の
学
習
意
欲
が
い
つ
も
以
上
に
高

か
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

注（
１
）「
東
書
文
庫
」
の
検
索
画
面
の
「
作
品
名
」
に
い
く
つ
か
の
土
地
名
を
入
力

し
た
結
果
、
東
京
が
七
十
六
件
、
奈
良
が
三
十
四
件
、
京
都
が
三
十
件
、
北

海
道
が
十
件
と
な
っ
た
。
本
文
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
数
字
は
あ
く
ま

で
も
参
考
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
２
）
初
め
に
「
東
書
文
庫
」
の
検
索
画
面
の
「
作
品
名
」
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入

力
し
て
検
索
を
行
う
。
次
に
、
そ
の
作
品
（
教
材
）
の
掲
載
教
科
書
の
所
在

を
（
公
財
）
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
附
属
図
書
館
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
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説
を
集
め
、
テ
キ
ス
ト
化
し
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
教
材
と
し
て

使
え
る
。
伝
説
探
索
に
は
丸
山
顕
徳
編
（
二
〇
一
〇
）
が
役
に
立

つ
。

イ

行
事
・
芸
能
・
祭
り
な
ど
…
…
奈
良
に
は
、
古
く
か
ら
続
く
伝

統
的
な
類
が
多
い
。
前
述
⑴
⑤
の
資
料
に
は
、「
大
和
の
春
の
行
事

（
樋
口
清
之
）」「
お
水
取
り
（
入
江
泰
吉
）」「
山
焼
（
宮
元
常
一
）」

「
大
和
五
条
の
鬼
走
り
（
北
條
秀
司
）」
な
ど
、
奈
良
の
行
事
に
取

材
し
た
随
筆
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ウ

奈
良
の
課
題
な
ど
…
…
浅
田
隆
（
一
九
八
四
）
は
前
述
⑴
③
の

資
料
で
、「
そ
こ
（
引
用
者
注
…
…
読
者
が
自
己
の
日
常
生
活
か
ら

見
出
し
難
い
夢
や
ロ
マ
ン
を
、
多
様
な
形
で
安
直
に
提
供
す
る
場

と
し
て
の
風
土
―
奈
良
―
を
え
が
い
た
作
品
群
の
こ
と
）
に
描
か

れ
る
奈
良
と
は
、
奈
良
県
民
に
と
っ
て
の
生
活
の
現
実
と
し
て
の

奈
良
で
は
な
く
、
情
緒
と
し
て
の
奈
良
、
浪
漫
の
媒
体
と
し
て
の

奈
良
、
端
的
に
は
『
思
い
入
れ
の
奈
良
』
と
呼
び
得
る
と
こ
ろ
の

も
の
で
あ
る
。」（
六
〇
二
ペ
ー
ジ
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば

「
景
観
問
題
」
は
観
光
都
市
に
と
っ
て
永
遠
の
課
題
で
あ
る
。
奈

良
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
課
題
を
考
え

さ
せ
る
こ
と
も
郷
土
教
材
の
役
目
で
あ
る
。

②

取
り
上
げ
る
文
種

ア

短
詩
型
文
学
（
短
歌
・
俳
句
な
ど
）
…
…
会
津
八
一
以
外
に
も

森
鷗
外
の
「
奈
良
五
十
首
」
が
あ
る
し
、
与
謝
野
晶
子
の
短
歌
に

も
大
和
は
詠
ま
れ
て
い
る
。

イ

説
明
文
、
論
説
・
評
論
文
な
ど
…
…
現
代
の
奈
良
が
抱
え
る
課

題
に
対
し
、
説
明
や
論
評
は
多
い
。

③

取
り
上
げ
る
地
域
―
奈
良
・
斑
鳩
以
外
に
―

ア

飛
鳥
地
域

イ

吉
野
地
域

ウ

桜
井
・
宇
陀
地
域

エ

葛
城
地
域

⑶

教
材
開
発
の
事
例

①

教
材
「
か
す
が
の
に
―
鑑
賞
・
会
津
八
一
―
」

本
教
材
は
会
津
八
一
の
歌
集
「
南
京
新
唱
」
一
五
二
首
か
ら
、
一
六

首
を
選
定
し
、
奈
良
市
中
心
部
、
西
の
京
、
斑
鳩
地
域
の
順
に
並
べ
た

も
の
で
あ
る
。
選
定
し
た
短
歌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
春
日
野
（
か
す
が
野
に
…
…
、
か
す
が
の
ゝ
…
…
）

・
猿
澤
池
（
わ
ぎ
も
こ
が
…
…
）

・
高
畑
（
た
び
人
の
…
…
）

・
新
薬
師
寺
金
堂
（
た
び
人
に
…
…
）

・
香
薬
師
（
み
ほ
と
け
の
…
…
、
ち
か
づ
き
て
…
…
）

・
東
大
寺
（
お
ほ
ら
か
に
…
…
）

・
奈
良
阪
（
な
ら
さ
か
の
…
…
）

・
海
龍
王
寺
（
し
ぐ
れ
の
あ
め
…
…
）

・
法
華
寺
懐
古
（
ふ
ぢ
は
ら
の
…
…
）

・
秋
篠
寺
（
あ
き
し
ぬ
の
…
…
）

・
唐
招
提
寺
（
お
ほ
て
ら
の
…
…
）

・
薬
師
寺
（
水
煙
の
…
…
）

・
夢
殿
観
音
に
（
あ
め
つ
ち
に
…
…
）

－11－
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表
４
辞
典
Ａ
と
辞
典
Ｃ
に
お
け
る
項
目
「
地
域
教
材
」
の
比
較

辞
典
Ａ

辞
典
Ｃ

定
義

地
域
素
材
を
、
学
習
成
立
の
可
能
性
に
着
目
し
て
教
材
化
し
た
も
の
。
完
成
さ
れ
た
言
語
文

地
域
を
足
場
と
し
て
人
々
が
紡
ぎ
出
し
て
き
た
地
域
の
習
俗
、
歴
史
、
生
活
文
化

化
財
の
ほ
か
に
、
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
話
、
伝
説
、
郷
土
で
生
ま
れ
た
文
芸
、
民
芸
、

か
ら
素
材
を
見
出
し
、
そ
れ
を
教
材
に
ま
で
高
め
た
も
の
を
い
う
。
言
語
文
化
教
材

方
言
、
遺
蹟
、
神
社
仏
閣
、
地
域
開
発
の
諸
情
報
な
ど
。
ま
た
、
生
き
て
い
る
人
材
―
語
り
部
、

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
豊
富
な
人
材
や
特
色
あ
る
〈
場
〉（
歌
碑
な
ど
）
も
地
域
教

郷
土
の
偉
人
・
恩
人
に
か
か
わ
っ
た
人
、
地
域
文
化
を
担
っ
て
活
躍
し
て
い
る
人
な
ど
。

材
と
な
る
。

意
義

国
語
科
は
各
教
科
の
な
か
で
も
教
科
書
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
い
ま
だ
教
科
書
教
材
中
心
の

・
白
石
壽
文
が
提
唱
す
る
「
自
律
的
言
語
文
化
生
活
者
」
を
育
て
る
こ
と
が
、
地
域

学
習
を
克
服
し
え
て
い
な
い
。
主
体
的
な
学
習
者
の
育
成
、
生
き
る
力
啓
培
の
た
め
に
も
、
国

教
材
を
活
用
し
た
国
語
学
習
の
最
終
目
標
と
な
る
。

語
科
の
指
導
は
、
学
習
者
の
言
語
生
活
に
着
目
し
つ
つ
、
言
語
能
力
の
育
成
を
目
指
し
て
進
め

・
自
尊
感
情
育
成
と
深
く
関
わ
る
。
①
地
域
へ
の
誇
り
を
育
て
る
。
②
「
地
域
に
根

ら
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

ざ
し
た
思
考
と
、
地
域
の
文
化
を
ふ
ま
え
た
も
の
の
見
方
」
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と

い
う
二
つ
の
視
点
は
、
地
域
教
材
の
意
義
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

学
習

学
習
者
は
地
域
素
材
に
直
接
か
か
わ
り
、
調
べ
、
地
域
の
人
び
と
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
な

様
々
な
言
語
活
動
（
取
材
↓
地
域
新
聞
作
成
等
）
を
位
置
付
け
、
地
域
の
生
活
文

活
動

ど
、
学
習
は
常
に
現
実
的
で
リ
ア
ル
で
あ
る
。
学
習
の
様
相
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
的
な
色
彩

化
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
参
加
型
の
学
習
も
考
え
ら
れ
る
。

が
濃
く
な
り
、
体
験
的
と
な
る
。

単
元

学
習
目
標
に
照
ら
し
た
「
教
材
化
」
と
、
学
習
過
程
の
周
到
な
計
画
が
不
可
欠
で
あ
る
。
地

構
成

域
教
材
が
多
様
な
だ
け
に
、
時
に
「
学
習
の
手
引
き
」
な
ど
、
学
習
へ
の
て
い
ね
い
な
誘
い
も

必
要
で
あ
ろ
う
。

教
材

地
域
素
材
が
教
材
と
な
り
う
る
た
め
に
は
、
従
前
の
教
科
書
研
究
的
な
「
完
成
言
語
作
品
を

中
洌
正
堯
は
国
語
教
育
地
域
学
を
唱
え
、そ
の
方
法
と
し
て「
歳
時
記
的
方
法
」「
風

開
発

解
釈
し
、
発
展
さ
せ
、
深
化
拡
充
さ
せ
る
教
材
研
究
」
の
み
な
ら
ず
、
学
習
者
の
実
態
を
把
握

土
記
的
方
法
」
を
不
可
欠
の
も
の
と
す
る
。
国
語
教
育
地
域
学
の
根
底
に
は
「
か
ら

し
、
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
地
域
素
材
を
「
教
材
」
と
し
て
活
用
し
う
る
か
ど
う
か
を
等
「
教
材
化

だ
の
内
側
に
風
の
言
葉
を
聴
く
力
、
感
覚
」
等
の
「
五
感
生
活
術
」
の
育
成
が
位
置

研
究
」
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
素
材
を
あ
る
目
標
の
も
と
、
教
科
と
し
て
の
価
値
を
問
い
つ
つ

付
け
ら
れ
る
と
い
う
。
し
な
や
か
で
や
わ
ら
か
な
五
感
は
地
域
で
こ
そ
育
ま
れ
る
。

開
発
し
て
い
く
。
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教
育
図
書
館
、
東
書
文
庫
の
各
検
索
画
面
で
検
索
し
、
確
認
す
る
。
所
在
が

確
認
で
き
た
ら
、
上
記
三
図
書
館
の
い
ず
れ
か
で
現
物
を
見
る
。
後
者
二
図

書
館
の
検
索
画
面
に
お
い
て
も
、
作
品
(教
材
)名
に
よ
る
検
索
が
可
能
に
な
る

と
利
便
性
が
増
す
。

（
３
）
筆
者
は
、
現
在
富
山
県
に
在
住
し
て
い
る
。
富
山
県
教
育
委
員
会
作
成
に
な

る
『
高
校
生
ふ
る
さ
と
文
学
モ
デ
ル
教
材
指
導
資
料
』
作
成
の
任
に
当
た
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
富
山
県
内
の
高
校
生
が
学
習
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
ふ
る

さ
と
文
学
」
で
も
も
ち
ろ
ん
い
い
が
、
奈
良
県
出
身
の
筆
者
と
し
て
は
、「
郷

土
文
学
」
の
ほ
う
が
ま
だ
し
も
受
け
入
れ
や
す
い
感
覚
を
抱
い
た
こ
と
が
あ

る
。「
郷
土
文
学
」
な
ら
ば
、
今
居
住
す
る
富
山
県
の
文
学
で
あ
り
、
筆
者
に

と
っ
て
興
味
・
関
心
は
高
い
。

（
４
）
そ
の
意
味
で
、
奈
良
に
在
住
す
る
学
習
者
に
と
っ
て
、
奈
良
を
描
い
た
教
材

群
は
少
な
く
と
も
「
郷
土
教
材
」
で
あ
り
、
と
き
に
は
思
い
入
れ
の
強
い
「
ふ

る
さ
と
教
材
」
で
あ
り
、
決
し
て
「
地
域
教
材
」
で
は
あ
り
得
な
い
。「
地
域

教
材
」
と
呼
称
す
る
の
は
、
例
え
ば
、
筆
者
が
奈
良
で
も
富
山
で
も
な
い
地

域
を
題
材
と
す
る
教
材
を
学
術
的
に
研
究
す
る
場
合
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え

て
い
る
。

（
５
）
実
践
の
詳
細
は
『
奈
良
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
研
究
集
録
』
第
二

十
二
集
（
一
九
九
一
）
を
参
照
。

文
献

○

葛
城
市
民
話
編
集
委
員
会
（
二
〇
〇
八
）『
葛
城
の
む
か
し
ば
な
し
』
葛
城
市

立
図
書
館

○

奈
良
県
国
語
教
育
研
究
協
議
会
（
二
〇
一
六
）『「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
授
業

の
研
究
と
実
践
』

○

府
川
源
一
郎
（
二
〇
〇
五
）「
地
域
言
語
文
化
の
発
見
と
創
造
」、
科
学
的
「
読

み
」
の
授
業
研
究
会
編
『
国
語
科
授
業
の
改
革
５

国
語
科

小
学
校
・
中
学
校

新
教
材
の
徹
底
研
究
と
授
業
づ
く
り
』
学
文
社

○

丸
山
顕
徳
編
（
二
〇
一
〇
）『
奈
良
伝
説
探
訪
』
三
弥
井
書
店
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表
４
辞
典
Ａ
と
辞
典
Ｃ
に
お
け
る
項
目
「
地
域
教
材
」
の
比
較

辞
典
Ａ

辞
典
Ｃ

定
義

地
域
素
材
を
、
学
習
成
立
の
可
能
性
に
着
目
し
て
教
材
化
し
た
も
の
。
完
成
さ
れ
た
言
語
文

地
域
を
足
場
と
し
て
人
々
が
紡
ぎ
出
し
て
き
た
地
域
の
習
俗
、
歴
史
、
生
活
文
化

化
財
の
ほ
か
に
、
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
話
、
伝
説
、
郷
土
で
生
ま
れ
た
文
芸
、
民
芸
、

か
ら
素
材
を
見
出
し
、
そ
れ
を
教
材
に
ま
で
高
め
た
も
の
を
い
う
。
言
語
文
化
教
材

方
言
、
遺
蹟
、
神
社
仏
閣
、
地
域
開
発
の
諸
情
報
な
ど
。
ま
た
、
生
き
て
い
る
人
材
―
語
り
部
、

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
豊
富
な
人
材
や
特
色
あ
る
〈
場
〉（
歌
碑
な
ど
）
も
地
域
教

郷
土
の
偉
人
・
恩
人
に
か
か
わ
っ
た
人
、
地
域
文
化
を
担
っ
て
活
躍
し
て
い
る
人
な
ど
。

材
と
な
る
。

意
義

国
語
科
は
各
教
科
の
な
か
で
も
教
科
書
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
い
ま
だ
教
科
書
教
材
中
心
の

・
白
石
壽
文
が
提
唱
す
る
「
自
律
的
言
語
文
化
生
活
者
」
を
育
て
る
こ
と
が
、
地
域

学
習
を
克
服
し
え
て
い
な
い
。
主
体
的
な
学
習
者
の
育
成
、
生
き
る
力
啓
培
の
た
め
に
も
、
国

教
材
を
活
用
し
た
国
語
学
習
の
最
終
目
標
と
な
る
。

語
科
の
指
導
は
、
学
習
者
の
言
語
生
活
に
着
目
し
つ
つ
、
言
語
能
力
の
育
成
を
目
指
し
て
進
め

・
自
尊
感
情
育
成
と
深
く
関
わ
る
。
①
地
域
へ
の
誇
り
を
育
て
る
。
②
「
地
域
に
根

ら
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

ざ
し
た
思
考
と
、
地
域
の
文
化
を
ふ
ま
え
た
も
の
の
見
方
」
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と

い
う
二
つ
の
視
点
は
、
地
域
教
材
の
意
義
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

学
習

学
習
者
は
地
域
素
材
に
直
接
か
か
わ
り
、
調
べ
、
地
域
の
人
び
と
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
な

様
々
な
言
語
活
動
（
取
材
↓
地
域
新
聞
作
成
等
）
を
位
置
付
け
、
地
域
の
生
活
文

活
動

ど
、
学
習
は
常
に
現
実
的
で
リ
ア
ル
で
あ
る
。
学
習
の
様
相
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
的
な
色
彩

化
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
参
加
型
の
学
習
も
考
え
ら
れ
る
。

が
濃
く
な
り
、
体
験
的
と
な
る
。

単
元

学
習
目
標
に
照
ら
し
た
「
教
材
化
」
と
、
学
習
過
程
の
周
到
な
計
画
が
不
可
欠
で
あ
る
。
地

構
成

域
教
材
が
多
様
な
だ
け
に
、
時
に
「
学
習
の
手
引
き
」
な
ど
、
学
習
へ
の
て
い
ね
い
な
誘
い
も

必
要
で
あ
ろ
う
。

教
材

地
域
素
材
が
教
材
と
な
り
う
る
た
め
に
は
、
従
前
の
教
科
書
研
究
的
な
「
完
成
言
語
作
品
を

中
洌
正
堯
は
国
語
教
育
地
域
学
を
唱
え
、そ
の
方
法
と
し
て「
歳
時
記
的
方
法
」「
風

開
発

解
釈
し
、
発
展
さ
せ
、
深
化
拡
充
さ
せ
る
教
材
研
究
」
の
み
な
ら
ず
、
学
習
者
の
実
態
を
把
握

土
記
的
方
法
」
を
不
可
欠
の
も
の
と
す
る
。
国
語
教
育
地
域
学
の
根
底
に
は
「
か
ら

し
、
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
地
域
素
材
を
「
教
材
」
と
し
て
活
用
し
う
る
か
ど
う
か
を
等
「
教
材
化

だ
の
内
側
に
風
の
言
葉
を
聴
く
力
、
感
覚
」
等
の
「
五
感
生
活
術
」
の
育
成
が
位
置

研
究
」
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
素
材
を
あ
る
目
標
の
も
と
、
教
科
と
し
て
の
価
値
を
問
い
つ
つ

付
け
ら
れ
る
と
い
う
。
し
な
や
か
で
や
わ
ら
か
な
五
感
は
地
域
で
こ
そ
育
ま
れ
る
。

開
発
し
て
い
く
。
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教
育
図
書
館
、
東
書
文
庫
の
各
検
索
画
面
で
検
索
し
、
確
認
す
る
。
所
在
が

確
認
で
き
た
ら
、
上
記
三
図
書
館
の
い
ず
れ
か
で
現
物
を
見
る
。
後
者
二
図

書
館
の
検
索
画
面
に
お
い
て
も
、
作
品
(教
材
)名
に
よ
る
検
索
が
可
能
に
な
る

と
利
便
性
が
増
す
。

（
３
）
筆
者
は
、
現
在
富
山
県
に
在
住
し
て
い
る
。
富
山
県
教
育
委
員
会
作
成
に
な

る
『
高
校
生
ふ
る
さ
と
文
学
モ
デ
ル
教
材
指
導
資
料
』
作
成
の
任
に
当
た
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
富
山
県
内
の
高
校
生
が
学
習
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
ふ
る

さ
と
文
学
」
で
も
も
ち
ろ
ん
い
い
が
、
奈
良
県
出
身
の
筆
者
と
し
て
は
、「
郷

土
文
学
」
の
ほ
う
が
ま
だ
し
も
受
け
入
れ
や
す
い
感
覚
を
抱
い
た
こ
と
が
あ

る
。「
郷
土
文
学
」
な
ら
ば
、
今
居
住
す
る
富
山
県
の
文
学
で
あ
り
、
筆
者
に

と
っ
て
興
味
・
関
心
は
高
い
。

（
４
）
そ
の
意
味
で
、
奈
良
に
在
住
す
る
学
習
者
に
と
っ
て
、
奈
良
を
描
い
た
教
材

群
は
少
な
く
と
も
「
郷
土
教
材
」
で
あ
り
、
と
き
に
は
思
い
入
れ
の
強
い
「
ふ

る
さ
と
教
材
」
で
あ
り
、
決
し
て
「
地
域
教
材
」
で
は
あ
り
得
な
い
。「
地
域

教
材
」
と
呼
称
す
る
の
は
、
例
え
ば
、
筆
者
が
奈
良
で
も
富
山
で
も
な
い
地

域
を
題
材
と
す
る
教
材
を
学
術
的
に
研
究
す
る
場
合
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え

て
い
る
。

（
５
）
実
践
の
詳
細
は
『
奈
良
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
研
究
集
録
』
第
二

十
二
集
（
一
九
九
一
）
を
参
照
。

文
献

○

葛
城
市
民
話
編
集
委
員
会
（
二
〇
〇
八
）『
葛
城
の
む
か
し
ば
な
し
』
葛
城
市

立
図
書
館

○

奈
良
県
国
語
教
育
研
究
協
議
会
（
二
〇
一
六
）『「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
授
業

の
研
究
と
実
践
』

○

府
川
源
一
郎
（
二
〇
〇
五
）「
地
域
言
語
文
化
の
発
見
と
創
造
」、
科
学
的
「
読

み
」
の
授
業
研
究
会
編
『
国
語
科
授
業
の
改
革
５

国
語
科

小
学
校
・
中
学
校

新
教
材
の
徹
底
研
究
と
授
業
づ
く
り
』
学
文
社

○

丸
山
顕
徳
編
（
二
〇
一
〇
）『
奈
良
伝
説
探
訪
』
三
弥
井
書
店
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